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昭 和38年度▲▲▲▲▲▲▲▲

林野庁予算の概要（-般会計）

▲▲▲▲

1‘林業関係予算の基本的態度について

さきに農林漁業基本問題調査会から科錐の基本問題と

基本対策の答申があって，林業施策の基本的方向が示さ

れた。また，中央森林審議会からは林業振興の方策いか

んという諮問に対して第1次中間答申鰊材針画につい

て）第2次中間答申（治山および材遁事業について）第

名次中間答申（森林組合につし､て）にひきつづいて，こ

れらとあわせて全般的問題についての最終答申が昨年10

月末になされた。この中央森林審議会の答申も今後の林

業の基本施策を示したものである。これらのほか，部落

有林については部落有林野の利用権を近代化すべきであ

・るという部落有林野対策協議会の答申があり，また，烏

，獣の保護と狩猟制度の改正について鳥獣審議会の答申が

なされている。

これらの答申はいずれも林業全般の基本的対策の樹立

‘とその促進を政府に要請している。林野庁ではその趣旨

を聴重して各般にわたって鋭意検討･を行ない，実施に移

せるものから遂次実施しつつある。さきに森林法を改正

iして森林計画制度を改めたり，伐採許可制を廃止した

り，保安林の制度と改善を加えたことはその一蝋をなす

ものである。このような事情で林野行政はいま新しい展

|開を要請せられている。

38年度予算の要求はそうした背景の下で行なわれ，今

後の林業の基本施策を推進するという態度で新しい事項

を織り込んだ次第であるが，予算編成上の施策の大綱は

凱おおむね次のとおりである。

国民経済の発展に伴う木材需要の増大に対処して木材

'供給の長期的確保を期するため，造林事業を計画的に促

進するとともに，基幹林道の新設等林道の開設改良事業

を積極的に推進するほか，国土保全対簸に万全を期する

ため，治山事業について治山10カ年計画の前期第4年度

,の事業を着実に実施する。

さらに，林業経営の改善を図るため，林業機械の導入

等を促進するほか，新たに林業経営基盤整備のための諸

事業および入会林野の権利関係の近代化促進等椛造改善

について総合的実施を検討するため林業椛造改善対策綱

査を行なうとともに，林業信用基金を識瞳して素材生

筆者：林野庁林政課長

東 辻正夫

産，種苗生産，木炭生産等の資金についての債務保証制

度を創設し林業金融の円滑化を図る。

2，主要項目別説明

林野関係の一般会計予算要求の総額は一般行政費27億

円琳業試験場6.5億円を含む)，公共事業費228.8億

円（政府出喪34億円を含む)，合計255.8億円で，37年

補正後に比べて29億円余の増となっている。

A一般行政費（非公共事業）

（1）林野庁一般行政

林野庁の所掌の一般事務を処理する経費であるが，特

記すべき事項としては機織定員関係である。林道事業の

拡充強化に伴い指導部計画課で処理していた林道関係事

務を分離して林道課を設置することとした。（これに伴

い業務部調査官を林道課長に振替える）

なお，国有林野事業特別会計で調査官を置き国有林野

事業等林政の企画調整の事務を担当せしめることとして

し､る。

また，林業経営改善基礎調森として粥観に林業の基本

対獺を具体化するための企業的林業経営動向調査と外材

流通調査を行なうこととなっている。

（2）森林組合合併促進

森林組合の育成指導のため森林法にもとづく常例検査

および組合職員研修等を前年度に引きつづいて行なうほ

か，新しく森林組合の合併事業を実施することとしてい

る。林業振興のため森林組合の事業の積極化が要請せら

れていることにかんがみ，組合の経営基雛を拡充するた

め合併を促進する。38年度は合併による新生組合46を予

定し，新生1組合当50万円を限度として施設導入に対し

ては国弛，県弛の補助を行なう。この合併促進のため

に，本国会に森林組合合併助成法案を提出することにし

ており，また，合併に伴う税の取扱については租税特別

措倣法による減免措履が講ぜられることとなっている。

（3）林業経営協業化促進

林業経営を改善して生産性を高めるための協業化を促

進するため，37年度より森林組合に林業磯械の導入に対

し助成を実施しており，38年度は補助対策組合を倍増し

て，組合の機械導入の促進を図ることとしてv､る。

－1－



東辻：林野庁予算の概要（一般会計）
〃

当実施せしめる連絡試験調査および普及上の実用化につ

いての問題点を解決する必要から数県が共同して実施す

る総合試験の助成を行なう。実用技術開発試験等がその

内容である。

（9）森林病害虫防除

森林病害虫等の被害の発生は，造林地の拡大等に伴い

また気象条件等の影響から増大する傾向にある。38年は

おおむね既往の実績をもととして，効率的防除の推進を

期することとしている。松くい虫の国営駆除の実施に必

要な森林害虫駆除損失補償金と駆除委託費を計上すると

ともに，法定病害虫等駆除と突発病害虫等駆除に必要な

補助を行なうこととし，カラマツ先枯病防除の補助が新

規に含まれている。（カラマツ先枯病については39年度

は予術費で処理した）

（11鳥獣行政運営

最近における鳥離のせい息状況および狩猟の実態にか

んがみ，鳥獣審議会の答申にもとづき，鳥獣の保護と狩

猟の適正化を促進することとしているが，これに伴い狩

猟法の改正を行なうとともに予算上も所要の措置を誰ず

るo

鳥獣保護を計画的にjl錐するため新たに都道府県が傑

護事業計画を樹立することとし，この計画策定に当たつ。

てその基礎となる鳥獣生息調査と計画樹立の概況調査に

ついて助成を行なう。なお，狩猟免許が各都道府県ごと

の免許に改められるに伴い，狩猟者税が改められること

となっている。狩猟者税は狩猟免許税と入猟税になり，

入猟税は都道府県の鳥献保護および狩猟に関戒る行政の’

財源を強化するための目的税となる見込で，これに必要

な地方税法の改正が行なわれる予定である。

伽優良種苗確保

造林事業推進に必要な優良種苗確保のため，ひきつづ，

き林業種苗法による指定母鋤氷よりの種子公営採取事

業，苗木生産指導，林木品種改良事業としての精英樹ク

ローン養成および採種園採穂園造成の事業を拡充実施す

ることとしている。特に種子公営蝿又事業については配

布用苗木の70％（前年度58.2％）に見合う種子量の採取

助成を計画している。

⑫木炭事業合瑠上対策

木炭事業の合理化についてひきつづぎ製炭世帯に対す

る指導の実施および搬送施設，切炭機，チヱーンソーの、

製炭合瑠上施設の整備等の助成ならびに木炭の流通，価

格安定のための出荷調整対策の助成を継続し，製炭の共

同化と流通の円滑化を促進するほか，58年度より製炭施

設を対象として相当数の府県ごとに自主的に運営され一

いる木炭共済事業の実態を調査し対策の検討の資料を得

（4）林業構造改善対策調査（新規）

林業の動向に対処して，林業生産力の増大と生産性の

向上を図るとともに，林業従事者の所得の向上を期する

ためにはその経営を改善および合理化することが何より

肝要であり，そのためには林業経営基盤の整備と経営改

善のための諸対策を総合的に実施する必要がある。さし

あたり38年度においては全国6ブロックにおいてこれら

の対策に必要な基礎的調査を都道府県に委託して行なう

こととする｡林業の瀧造改善に必要な事業は従来も部分

的に実施せられてきているといえるが，今後においては

その対策を総合的にかつ効率的に実施することが必要で

ある。この対策調査には入会林野関係の調査も含めて実

施することとしている。また，国有林野の活用について

は幾業の職造改善事業に資するための活用とあわせて目

下検討中である。

（5）保安林整備管理

保安林の管理については先般の森林法改正によって57

年度より新しい制度に改まったがそれに伴い予算上も従

来と変わり保安林整備および管理のための経費が拡充さ

れている。38年度においては新制度施行前に指定せられ

た保安林についての指定施業要件を指定するに必要な事

務費を新規計上している。また，保安林または保安施設

地区指定に伴う森林所有者の損失補償金も毎年増額を行

なってきている。

（6）森林計画

森林計画についても保安林の管理同様39年より新制度

に変わり予算上も所要の措置をとった。38年度において

は項目としては新規のものはなぐ，地域森林計画編成費

補助および森林計画実行費の補助で，事業拡充のため57

年度に比べ約20,000千円の増となっている。

（7）林業普及指導

林業普及指導に関する経費は都道府県に専門技術員お

よび改良指導員を置くための補助のほか，指導員の普及

活動に要するものであって，38年度も従来にひきつづい

て実施することとしている。新規として今後における林

業指導の促進のためには改良指導員等職員の資質の向上

が肝要であるので，林業普及職員等の研修を行なうため

‘の施設を新設することとしている。蠅設設置は38年お

よび58年の2カ年で新営し，業務は59年より実施するこ

ととしてし､る｡）

（8）都道府県林業試験指導機関育成強化

‘林業試験の国および都道府県機関との統一または協調

のための経費で,､技術改良について研究の成果を地域的

の適応性をテストするための現地適用試溌鴎の試験研

究でその成果をうるために調査の一部を府県の機関に担

、

｣
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東辻：林野庁予算の概婆（一般会計）
一

なお，水源林造成事業については前年度にひきつづ

き’森林開発公団により実施し，新植20千ha(前年度

実行見込16千ha)の事業を計画し，その所要経費20"

円（前年度13億門）を政府出資することとしている。

（3）造林事業

今後の木材需要の増大に対処して，昭和60年度末まで

に民有業の人工造林面積を10,000千h風に拡大する計画

の下に38隼度も拡大造林を重点に計澗的推進を行なうこ

ととし，補助割譲として人工造林281,100ha(前年度

272,400ha)の造成を実施する。

事業の実施にあたっては人夫賃，苗木代を増額し，単

価改訂をはかるとともに，新たにカラマツ先枯病被災地

造林2,700haを計画している。

また，融蟹造林の拡充をはかるため，艇林漁業金融公、

庫の造林融資枠を4,160百万円（前年度3,360百万円）

に拡大する。これに伴い国有林野事業特別会計より林業

振興費財源繰入れとして一般会計へ繰入れする経餐のう

ちから同公庫に対する政府出資14億円（前年度13億円）

を充当することとしている。

C農林漁業金融公庫林業融資

農林漁業金融公庫の林業関係融資については前年度に

ひきつづき造林融擬を重点としてそれぞれ融資枠の増大

を行なうが，58年度において農林漁業の柵造改善に資す。

るため，新たに艇林漁業経営構造改善資金融通制度が創

設されることになっていることに伴い，従来の林業経営

維持改善資金（森林取得，管理，相続，維纈のうち森

林取得および管理に必要な資金が同制度に移行し，貸付

条件が改訂されることとなっている。各種別の貸付計画

は次の通りである。

38年度37年度

造林4,160百万円3,360百万円
林道900840

共同利用施設16080

林業経営維持改善
露森林取得，管理2,4002,000

伐*鑿，綴｝‘”．｡，
計8,1206,780

※備考森林の取得管理の資金は38年度は新設の
磯林漁業経営繊豈改善資金の森林取得管
理資金となる。

るための委託調査を行なうこととしている。

側林業信用基金の設瞳

林業金融の円滑化を図るため後述のように公庫資金の

融資の拡充を行なうが，新たに林業信用基金を設立して

素材，種苗等の生産等に必要な運転資金について債務保

証を行なうこととする。政府はこの基金の資本の2分の

1に相当する3億5千万円を出資する。他の2分の1は

林業者，その組織する団体および都道府県が出擬する。

基金は出資者の必要とする資金の債務を一定限度の範囲

内で保証するが，これが設避については林業信用基金法

を制定する予定であり，また，業務の詳細は同基金の業

務方法書で定められることとなる。債務保証の対象とな

る資金の種類は素材生産喪金，素材瀧入資金、林業髄苗

生産資金，木炭生産資金等が考えられている。

B公共事業

（1）林道事業

林道事業の拡充は38年度の一般会計の重点である。林

逆の開設改良の積極化として6億余の増を経上するとと

もに，事業の実施にあたっては，林業の生産性の向上に

雄するため資源の開発利用のほか育林および林業の生産

性向上を考慮して事業の拡充を期している。一般林道の

拡充整備を重点として’袖助事業の開設延長1,044km

(前年度実行950km)を計画しているが，このうち利用

区域が大きく道路網を柵成できるものを新たに基幹林道

とし，補助率6割5分により33kmの開設を助成するこ

ととしている。

林道改良事業については，従来助成を行なってきた橘

梁改良のほか，新たに勾配修正を補助対象に加え林道機

能の向上を期する。

山村振興林道についても拡充をはかり347km(前年度

実行298km)の多目的林道の開設助成を行なう。なお，
乳

国有林民有林関連村道は国有林野事業特別会計で72km

の開設を計画している。

（2）治山事業

治山治水緊急措樋法に鑿づき策定した治山10カ年計画

の前期第4年目として実施する。近年ひん発した災害の

復旧対策および賃金，資材等の高騰に伴う事業饗の増を

必要とするが，この分については前期5カ年計画の範囲

内でくり上げ実施し万全を期することとしている。

民有林の治山事業は所要の事業費を一般合計より国有

林野事業特別会計の治山勘定で受入れて実施している

が，一般会計よりの受入れ，直轄治山の県負担金等を合

わせ事業費144億7千万円でその伸びは前年度当初に比

し18％で建設関係の砂防とつりあいをとって実施するこ

ととしている。

‐

＝

D一般会計概算要求事項別は次のとおりである

事項38年度37年度増減

一般行政鋤百万円百万円百万円

林野庁一般行政177.4159.118.3

中央森林審織会等0．80．70．1

森林組合育成指導59.ろ57.02.5

－3－



片山：林野庁予算の概要鰐別会計）

森林組合連合会整備促進1．7

林業柵造改善対策調査6．8

林業経営協業化促進71．8
保安林薙備管理77．5

森林計画542.5

林業普及指導556.8

研修施設50．7

県試騨篇導機関育成強化15.0
森林病害虫等訪除226.0

烏蛾行政運営4．6

優良種苗確保71．4

木炭事業合理化対策70．1

林業信用基金出資350.0

小計2,06ろ.0

公共事業費

治山事業9,911.0

造林事業4,468.8
林道事業4,205.5

森林公団事業66.8170.8△103.9

山林施設災害823．61,739.2△945.3
（関連事業，復旧事業）

山林事業附帯事務11．810．90．9

小計19,485.817,966.01,519.7

合計21,548.819,454.42,094.4

林業試験場運営657．5581.556．0

政府出費
腿林漁業金融

1卿4001,300100．0
公庫出資
森林開発公団出資2.0001,500700.0

（備考）国有林野事業特別会計の林政協力事業と
しての同会計の林業振興饗財源の一般会

計繰入額ば上記脳資の外に治山その他の
財源として5億円，林業振興基金出費5

億円を合わせ42億円である（ろ7年度30億
円）
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昭和38年度▲▲▲▲▲▲▲▲

林野庁予算の概要（特別会計）

片山正英▲▲▲▲

昭和38年度国有林野事業特別会計，国有林野事業勘定

の予郷は，歳入，歳出とも934億円であって，前年度予

算の規模826億円に比べて108億円，13影の増加となっ

た。

この予算は，華本的には昭和36年度に策定した「国有

林における木材増産計画」にもとづくものであるが，歳

入状況の見通しを考慮して，同計画の実施上必要な最小

限度の編成を行なったものである。

これを編成の基礎となった収穆遼についてみると，総

収穫量は25，053千m釧（うち国有林22,271千m割‘官行造

林782千m副）で前年度予算23,253千m;'(国有林22,260

千Xn39宮行造林975千m3)に比べ180sf･ms(国有林11gf

In3の増，宮行造林191千Xn3の減）の減少となってい

る。

以上のような全体構想をもととして，予算編成上，特

に留意した事項は次のとおりである。

1，歳入の見遠し

国有林における収穫量は，諸般の情勢を考慮して「国

有林における木材増産計画」の昭和38年度分を採用し，

宮行造林については前年度の実績等をも考腫して娠己の

ごとき収樅鐘とした。

一方，木材価格については，昭和57年度，昭和詔年度

における国民経済の実質成長率を経済企画庁の予測を基

として，それぞれ4.2％，6.1％とさして，国民総支出との

相関において価格予測を行なった。

この結果木材価格は現在の低迷期よりは若干の伸びを

見る見通しである。

すなわち，歳入の対前年比は15.1影に増加するが，収

入の大宗を占める国有林野事業収入のみをみると対前年

比は12.1影であり，林産物収入においては数瞳において

用材17.980=Fm3(前年度17,853千m$)薪材4,131=f･mx

（前年度4,240千mりと用材で若干の増，薪材で減を示

し，金額的には12.9％の増となっているほか，官行造桝、

収入では用材740千m3(前年度925千m3),薪榊2千m

（前年度50千m3)と減少し，金額で対前年比12.6%の

減少となっている。

2，歳出の抑制

前記のごとき歳入見通しなどを勘案し，歳出について

は極力抑制することとしている。

《
』

鍬者：林野庁業務課長
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片山：林野庁予算の概要（特別会計）

すなわち，「国有林における木材婿産計画」を実施す

るため特に必要のあるもの以外は新規事業はもちろん，

細銃事業の規模拡大も行なわないこととしている。

3，林道事業及び造林事業の確保

「国有林における木材増産計画」を情実に具現するた

めには，林道事業および造林蕊業の計画的実施が不可欠

であるので，昭和38年度における両事業の数量は前記計

画の昭和38年度分を韮礎として必要事業鐘の確保に努め

ている。

ア）林道事業

林道事業については「国有林における木材増産計画」

に基づく昭和38年度分を確保するため，奥地開発林道の

新設，森林鉄道の自動車道への改良，ならびに昨今の車

輔の大型化に対し，安全運転とil輸送力の増強を図るため

路体橋梁の強化を図ると共に利用年数5年未満の延長の

短いものを除いて事業林道の幅員を4.0mに拡大するこ

ととした。

この結果，林道施股饗では120億円と前年度より15億

円の増となり，林道新設1,252km,林道改良646km等を

行なうこととなった。

今後の林道事業のあり方についてはとくに民有林々道

その他道路網との相互関連において長期計画を再検討す

ることとしている。

なお関連林道は38年度は72kmを実行の予定である。

イ）造林聯業

林道事業は林道と共に「国有林における木材増産計

i画」の骨幹をなすものであり，造林木の成長を促進する

ために，耕転植栽，林地肥培，稚幼時の完全下刈等をま

･た収穫量を増加するため植栽本数の増加(密植)当初の方

針に促って昭和58年度分を完全に実施することとした。

このために造林事業の予算は総額126,億円と前年度に

比して25億円の増加となったのであるが，その増加額の

約64％は昨年の仲裁々定等による労賃の上昇によるもの

であって事業量の増に見合う増加額は7億円に止まっ

た。（昭和38年度新値81,025ha)

また，特に東北および北海道にまん延する「カラマ

ツ」先枯病を防除するために罹病枝の剪枝焼却，罹病木

伐倒枝条の集積焼却を行なう予算が認められた。

なお，育林事業の強化に伴って苗木所要量の増大を来

たすため，種苗事業において現在の苗畑を整備拡充する

ため施設費において約9千万円（対前年度）が側勃ﾛされ

た。

4，各種事業および事務の機械化の推進

複雑，増大化する各種事業及び事務に対処するため，

省力技術の前提としての機鯛上を一段と推進し，労鋤生

産性の向上に努めるとともに，生産基盤の改善に呼応す

る経営の近代化を図ることとしている。

特に事務の機械化については，営林局単位の現地適応

実験を特定営林局について行なうこととしている。

5‘経営計画の充実

経営計画の内容充実をはかるため，特定観光資源につ

いて，その実態を調査し，観光事業と経営計画との調整

を図ることとしている。

すなわち，最近における国民経済の成長と安定陰，レ

クリエーションに対する要請を急激に増大する結果を招
毎

き，これが適地を多く内包している国有林は林産物の供

給，国土保全と共に国民保健休養の磯能を強く要請され

るに至った。

現在指定されている国立公園，国定公風および都道

府県立公園の主要地域の過半が国有林によって占められ

ている現状に鐙み，国有林内の観光資源を調査し，これ

が保護利用の両面から林業経営との総合調整を図ってい

く必要を認め，観光資源の詳細調査を行なうこととし

た。

6，福利厚生事業の充実

最近における雇用織造の変化に即応するとともに，労

働条件の改善に賛するため保健衛生事業の制雄，特に現

地での同事業の#錘を重視するとともに，教蕊誤楽施設

の整備充実，並びに生活改善と各種厚生施設巡営改善施

策の推進を璽点として実行することとしている。

7，治山事業の充実

治山事業については，治山治水10カ年計画の改訂を前

提とし，治山治水10カ年計画における前期50年計画の完

遂を期すると共に過年度災害の早期復旧を図ることとし

ている。

治山については第40国会における衆議院農林水産委員

会．および建設委員会からの歓告決識により，10カ年計

画の改訂を策定したのであるが，結果的には10カ年改訂

計圃は全面的には認められなかったが，治山治水10カ年

計画の昭和38年度分の完遂と，昭和35，56，罰年度発生

の過年度災復旧分として48億円と対前年度41徳円弱に比

して約18％の伸び率を示した。この考え方は結局治山治

水10カ年計画の昭和39年度分の源資の繰上げという形で

あって，収訂10カ年計画の決定は来年度に繰延べられた

ものである。

8.機構の整備

「国有林における木材増産計画」の遂行を確保するた

め前年度に引続き北海道にろ営林署を新設することにな

った。この計画は昭和53年の林力増強計画に基づくもの

で内地に比して事業量等の5倍以上の暑のうち15署を分

－5－
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雛する計画で，すでにg署の増設を完了しているので昭

和39年度に完了する予定である。

また最近における「国有林経営のあり方」に関する諭

辮‘二かんがみ，国有林の企画，調整を担当する調査官1

名を設詮することとしている。

なお，営林局の機椎については，前記治山事業の充実

に伴ﾚ､，従来，治山課の設徹されていなかった北見，帯

広，函館のろ営林局のうち，昭荊応8年度1営林局に同課

を新設することとなった。

9，林政協力事業の拡充

林業振興費財源の一般会計繰入額は，昭和37年度の30

憶円に対して42億円を予定している。

これは，森林開発公団に対する出資財源20億円，農林

漁業金融公庫に対する出資財源14億円，治山その他に対

する財源5億円の外に，新たに発足を予定されている林

業振興資金制度のための林業信用基金協会（仮称）に対

する出資財源3億円とからなっている。

〃

■

昭和38年度国有林野事業勘定歳入，歳出予算総括表

国有林野事業特別会計

科 目

歳入

国有林野事業収入

業務収入

林産物収入

官行造林収入
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猪瀬寅三林野庁研究普及課，暁企画官

牛山六郎〃林野庁業務課造林班長

宮崎榊前林業試験場土壌調査部長

渡辺資仲東京大学教授

中島道郎東京艇工大学名誉教授

松原茂本会専務理事

（アイウエオ順・敬称卿

りなどを考えておったんですが，最近においては、苗丈

に対しての根元直径庭なっております。これはちょっと

考えると，あまり科学的でないようにも考えられます

が，苗木が徒長していないということと，それから根が

十分に発達してよいものであることを前提とすれば，や

はり苗丈と直径であらわすのが，ある程度いし､と思うの

です。しかし現実には苗丈だけで，根元直径というもの

は，あまり重視されていないような気もするんですが，

どこまでも苗丈に応じた直径ということが大切です。な

お，し､まの規格では，苗丈に対して根元径は最低限をお

さえてし､る。ですから規格を楯にとればスギ苗で苗丈60

cmのもので，径7mm以上あれば1号に該当するとい

うようなことになります。しかし実際には直径は10mm

以上であってほしい。つまり規格というものを良心的に

熊釈してもらえれば結構ですが，そうでないと丈の高し、

方の径をおさえるようにしないとヒョロッとした苗が生

産されがちになりますね。

スギなどは渡辺先生も申されていますが，発根力が強

いので割合に深植えしていい刷種ですから，それほど直

径というものには重きをおかなくていいんですが，カラ

マツにおいては，やはり下枝がよく張っておって，相当

に根元径が大きくないと，山にいってから活着しても，

その後の成長があんがし､落ちるようです。もっともこれ

は，植える現地の立地条件にもよりまして，土壌が湿り

すぎているとか，あるいは乾きすぎているようなところ

ですと，それが極端にあらわれてきます。

一
》

松原造林の季節を前にしまして，本日は主として，

造林を実行するうえにおいて，どういう注意が必要であ

るか，どういう考え方で今後進んでもらわなくちゃなら

んかといったようなことを，みなさん方にお話し合いし

ていただきたい。猪瀬さんに司会として，議事進行をは

かっていただきたいと思いますので，どうかよろしくお
願いいたします。

深植の是非

猪瀬スギはカラマツほどではない，スギのほうが，

まだ助かる。それは深植えと関係があるわけですか。

宮崎深く植えれば，下のほうに水分があるでし上

う。水分を吸えるから･･…･･

猪瀬波辺先生の考え方を，国有林でもあるいは民有

林でも，大いに推進したいということで進めているわけ

ですが，ただ一つ，いま出ました辮直えという問題につ

いてだけは，ときどきご批判をいただくわけです。これ

について中島先生，なにかご意見はござし鱈せんでし上

うか。

中島その深植えというのはおそらく，苗床にあった

ものと比較しての深植えだと思うんです。「造材鼓術の

再検討」などで渡辺さんが奨励しておられます蕊深植

え、とい．うのも，結局そういう意味であって，従来の害

をおこす深植えというのと少し違うんじゃないかという

疑問をもつんですがね。

というのは，2段根とか2重根が深植えによって出て

ると，下の根のほうの生理力悪くて，十分な発育をし

《
〉

規格は今のままでよいのか

猪瀬司会なんていう気のきいたことじゃなく，みな

さんから出た話題のなかから，いくつかの問題をとり上
げて，お話を願いたいと思います。

はじめに苗木の問題からはいって，試験場の猫先生が

提唱されている，適地適木に対する適地適苗といったよ

うな考え方，そういうものを中心に，お話し合い願った

らどうかと思うんですが，まず現在どうし､う苗木が流れ

ているか，宮崎先生から，規格に関連した問題を出して

し､ただきたいと思います。

宮崎前には規格の要素として，苗丈，重量，根まわまわくると，

－8－



一

←

柔いために．成長が悪くなるばかりでなく，下の万の柚

れたところから腐れがはいってくる。そういう説がし､ろ

いろあって．深植えはよくない，乾燥するところや砂地

みたいな所，風衝地などでは深植えしてもし､いけれど

も，一般的に，2重根の出るような深植えは避けなけれ

ばならなし､ということは，本多先生の酸林学」をひも

といてみてもわかるように、ずっと古い時代からいわれ

てきているわけです。

渡辺先生は，苗木の高さのだいたし､粥から弘ぐらいの

深さで植えても，害はないんだというように発表されて

おります。その程度のものは，普通の植え方で，あまり

深植えということを強調されなくても，いいんじゃない

かという気がします。

宮崎カラマツは，あんがい空気の流通のよいのを好

みますから，通気性がよくないと具合が悪いですね。そ

ういう点で，なるべく苗畑にあるときとそれほど違わな

いように植えるのがよいと思ﾚ､ます°スギの方は，私は

苗畑の場合の土壌の位慨よりも,5cm位入れるのを普

通の状態と考えて3Ocmの苗を10cm入れるとなれば，

深いような気がするものですから，少なくとも10cmぐ

らい深く植えれば，深植えと老えられやしないかと解釈

しておったんです。10cmぐらいのところなら，深植え

にならないということであれば，私の前言は取り消しま

す。‘いかがでしょうか，深植えというのは，どのくらい

のところをいえばいいのか．．…・・それがし､ちばんの根本

じゃないかと思いますがね。

渡辺私が深植えといっているのは，とんでもなく深

いという意味じゃなく，従来のなんでもかんでも浅植え

でなきゃいかんという考えをまず是正していただくとい

う意味での深植えなんでずよ。それからもう一つ，いま

の中島先生のお話をうかがっていると，深植えであろう

となに植えであろうと，2重根が出てくるといけなし､よ

うに，お感じになっているようですけれども，下の根が

脚って，上から出た根が下の根にとってかわるような場

合は，絶対深植えばよくない。それ以外は，2重根が出

ようが3重根が出ようが，これはプラスであってマイナ

スじゃない，2重根が悪いという考えを，まず考え直し

ていただきたいとこう思います。

さて宮崎先生のようように，何cmまでを深植えとす

るかというと････・・

中島2重根のことですが従来考えている深植えの2

重根というものは，正常の根の上に10cmでも15Cmで

も根がないところがあって，地際から根が出てきます

ね。そういうのを深植えの2重根と称して，いけなし､と

いっているんです。ですから正常の根がありまして，そ

のすぐ上から出てくる，そういうのは2重根といわない

んです。

宮崎それは植えてからですか。苗畑の場合ですか⑥

中島植えてからです。

宮崎どうして悪いんですか。

中島下のほうが発育が悪い。それから上のほうの根

は，し､い根が発育してこない場合が多いんです。出て来

るのは粘土質とか土壌の性質の悪いところなんですよ。

そういうところで深く植えると，出てくるわけです。

宮崎粘土質とか通気性の悪いところは，絶対よくな

いと思いますが，水はけがいいということが，条件じゃ・

ないでしょうかq

中島レ､まのような根の出方をしない場合には，相当・

下まで根が発育しますし，出たにしても，段をおいて〈土

っきりした2重根という形は，普通とらなし､と思うんで

すよ。

牛山渡辺先生，いま深植えした場合，上のほうから

根が出る，それはプラスになるんだという話でしたが，

そういうような状態になった場合に，下のほうから根力畠

伸びなし､ような状態になった場合でも造林木の伸びがよ

いでし実うか。

渡辺深植えを6年間もやっておりまして，毎年結梁

がいいんです。いいけれども，なぜ深植えがいいかわか

らない。結局われわれは木のことがわかっていなんだ。

苗畑から持っていった根がいったいどうなるか，それを

見る必要があるということで根を，鎚汁につけて植えた

んです。だいたい5影に薄めてやったんですが，それを

1年後に掘り取ってみますと，はっきりしたんですよ。

苗畑から持っていった根というものは，ぜんぜん動いて

いない。

そうしてみると，新しい根系というものは，主に新し

い組織から出ていく，その新しい根系を形づくるいちば

ん大きなもとは，太い根から太い根が出て，それから幹

のところからも太い根が出る，これが新しい根系の主体

だ，苗畑から持っていった細根は，その細根が枯れない

限りは，土壌水分が十分あると生活機能があります力融

ら，それからまず針のような白いヒゲ根が出て，初期の・

生育を司る。そうしているうちに，太い根が出てきて，

2次根，3次根が分岐して新しい根系をつくる。結局深

植えした場合になぜ成浸がいし､かというと，苗畑から持

ってきた根にプラスして，太い根が出てきますから，新

しい旺盛な根系が早くできるんですよ。

牛山それはヒノキの場合も･･･…。

渡辺・ヒノキの場合は，幹から出るということがなん

としてもスギより遅いです。

宮崎私の考えでは渡辺先生の申された太い根という

のは，大体において通常吸改根から発達したものであ

り，細い根とし､うのは菌根であろうと思います。前者は

水持ちのよい場合によく発達するものであり，後者は通
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あけるということでしょうね。

中島大苗を持っていって植えるのは，どうも技術的

に考えなければならないと思うんです。それはさっきの

深植えと関連があって,70cm以上の大きい苗を持って

いくとなると，そう深植えというのはできないんです

よ。それを自然に安定するように植えると,20cm以上

の深さに植えるとし､うことになりますからね。

猪瀬苗木が正しく扱われ，正しく植えられるとし､う

前提で，大苗がいい。しかし，現実にはそれは理想論

で，なかなかそういうように扱われない。それではそれ

に対処する苗木の作り方ば･･･…。

牛山私は苗木の雅成についてただひとことでいえと

し､われれば，やはりさきほどの疎植ですね。とにかくま

ばらに床替えをすることです。

国有林は揺付け技術は非常に進んでいて，戦前以上に

なっているんです。ところが，床替えのときに密植しち

ゃって，せっかくうまく育てた努力をだめにする。疎植

して高さだけおさえれば，太さは必然的にそなわってく

る。バカの一つ覚えでいいから，本数を減らせとし､って

いるんです。

松原具体的に何本く'らし､ですか。

牛山スギだと，30本にしたい，ところが現実には60

本もはいっているところがあるんです。カラマツの場合

は25本ですね。

宮崎私は少なくともスギ1回床替えで，苗丈を2年

生は50～50cm5年生では30cmから70cm位までにお

さえたらよいと思いますがね。それから割り出して間隔

をきめるとよし､。間隔はでき上がり苗の樹冠を投影し

て，その半径の長さだけは欲しいというふうに考えてお

り煮す。たとえば1回床替えで50cmの苗を作るのに

は，17～18cmは間隔をあけなければならない。そうす

ればいい苗ができる。それをいまでは10～12cmですか

らね。

それからカラマツは，平方m20本,25本以上じゃし､け

ない。そこまで思いきってやれば，たいしたいい苗がで

きる。それから播種床でも，やっぱり平方m500本じゃ
ないでしょうか。

牛山樹種は。

宮崎スギ，アカマツ，カラマツで…････ヒノキはも

っと多くてよいでし猶うがね。

牛山カラマツ25,スギ3i0,ヒノキ40,こういう理想

に向えば，たしかにいい苗ができるでしょうね。

中島苗ｵ建産の将来の考えとしては，それがいい。

宮崎それだけ間隔をあけるとすれば，苗木代を上げ

ることを考えなきゃならんですな。民間ではそうじゃな

いですか。

牛山あがってきましたね。

気朧のぷい場合に発達する性質のものです。それで苗木

を作る場合は初期に水分の保持をよくすることが大切で

耕転して堆肥を多く与えるなどの必要なのもこのためと

思います。内生菌根の部分は深い所では働きがなくなる

のは当然と思います。

のびる苗木を作ろう

猪瀬深植えの問題は，このへんで打切りまして，い

わゆる健全な苗木を養成するというようなことを，数字

で具体的に示したのが規絡だと思うんです。これは従来

＃まどこに植えられようが，とにかく健全な苗木だという

ことでやっているわけですが，これから先は．こういう

立地条件のところには，こういう苗木を養成して持って

,いこうとし､うようにだんだんなると思います。そういう

1問題をお講し願ﾙ､ます･

宮崎水もちがよく，あまり風当たりの強くないとこ

ろで丁職に植えれば，大苗がいいでしょうがね。しかし

条件というのは現実には違うわけで，適地の範囲内で乾

くところ，あるいはしめるところがありますから，それ

:に応じたような苗木は，当然考えなければならない。

牛山活着させる，あるいは活潜させないという段階

ギリギリの論議と，植えてからよく伸びるとし､う論議が

あると思うんですが，少なくともこれからは植えてから

．伸びるということになると思うんです。私は，伸びる伸

びんの一つの大きな因子は，とくにいまみたいに労力が

二ない，雑草に追われる機会が大きい場合には，光だと思

う。雑草が繁茂するころはなるべく大きい苗をもってい

って，いちばん光が不足する苗木の小さい期間を，短か

．くするような方法を取ることが必要になってくるんじゃ

ないかと思うんです。

・猪瀬渡辺先生，し､かがでしょうか。

渡辺とにかくいままでの苗木作りというものは，だ

ﾙ､たいにおいて，枯れないような苗木を作るということ

が，主眼だったはずです。要するに乾燥にたえるという

苗木であっだのを，こんど伸びる苗木という作り方に，

変えていってもいいんじゃないか。早く伸びたほうがあ

との労力という点でもいいんですよ。そういうことにな

ると，宮崎先生のおっしゃった太い苗木というものが大

事だと思うんでず。

猪瀬そうし､う苗木を作るのに，苗畑での肥培管理と

か，そういう特殊なことが必要なんでしょうか。

渡辺私は密植はだめだ，これだけです。

宮崎それから，リン酸，カリを適度に効かしてでき

た炭水化物に応じて窒素を加えてゆくことが大切です。

農家では蓬弁当肥え電・…．．といっていますが，要するに

､癖種から十分に養分を吸改させて，そして適当な間隔を

《
】

《
｝
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一

一

猪瀬ち共つとおききしたいんですが，林業労務者の

砿保が，非常に困難をきわめている。これから先，そう

いう問題はますますむずかしくなると思うんですが，植

付けの周年平均化といったことはできるでしょうか。

渡辺これは私のところで前に2カ年，毎月やりまし

･たし，今年も毎月やっておりますが，いつ植えてもつく

ことはつくんですよ。しかし，やはり適期というものを

毒えなきゃいけませんからョ－般にすすめるべきもので

はないですね。でもほんとうの周年化はかりにむずかし

ん､としても，労務事情などに応じてかなり植栽期間をひ

ろげることはできるんじゃないかと思うんですがね。

牛山植付けについて適期をはずすのは，私も反対で

･す。それに対しては，要するに欝閉までの労力の計算を

wし，閉鎖するまでの労力がそれによって節減されるかど

うかが問題でして，普通3年で欝閉するものが，変な時

期に植えて5年もかかったということでは，かえってあ
とで労力に困る。

,ー

今員の皆さんどう思いますか

猪瀬各先生方，こういうことだけはぜひこの際，会

員の諸君に徹底して，謡識をもってもらし､たい，こうし
･てもらいたいとお考えのことがございましたらお話し願

ル､たいと思います。

中島苗木について，ずいぶんくわしく難本的な話が

‘出たんですが，私は，現地のそばに移動苗畑でもある場

合以外は，苗木を相当遠ﾚ､ところから持ってくるんだと

瘤.うんです。その輸送方法については，従来いろいろ考
えてやっておられるけれども，まだ徹底していないんじ

ゃないか，だから苗木の輸送方法を，もう少し研究して

ん､くべきじゃなし､か。輸送ということをあまり軽視しな

‘いようにして欲しいと思います。

松原国有林ではいま職權のことについては，日通と
も連絡をとって，コンテナーで短時日の間に運ぶような

方法も識じておられるんですね。

牛山ポリエチレンに，コンテナー，それから蒸散抑

制剤を使う，そのへんですね。あとは堀取から植付まで

の時間を短かくする。日数でなく･･…･･

渚瀬渡辺先生のところでは，輸送の問題はどういふ

うにしておられるんですか。〃

渡辺私のところは自家用を使っておりますから大輸

送と中輸送，小輸送に分けますと，小ぐらいなんです。

松原何時間ぐらし､かかるんですか。

渡辺半日ですから，これは問題ないんです。ただ外

;部の人に指導する場合は，大の輸送には50本づつ根を水

･ゴケで包み，ポリ袋に入れて，コモで包んで輸送する，

そういうようにして1･､るんです。

それから，これは最後にいおうと思ったんですが，つ

いでにし､うと，とにかくいままでと違った考え方で，苗

畑から掘り上げられて，それから山に植えられて，新し

い根が出て成長するまでの苗木の生理とし､うものをよく

勉強して，それにあてはまるように山づくりすれば，植

えたときからりっぱな伸びをする。りっぱな山ができま

すということなんです。

猪瀬それじゃ，渡辺先生から最後のお言葉が出たよ

うですから，牛山さんからひとこと…････

牛山私はふたことあるんですよ。その一つは．林地

除草剤をなんとしてもとり入れるべきだ，ということは

省力と雑草の害の両方からです。もう一つは，少し誤解

されるかもしりませんが，農業方式を見習いなさいとし、

うことです。よい苗を，耕して植えて，肥料をやって，

徹底的な除草をするというのは，農業そのままの形にも

っていかなければならない。そして．その除草に，除草

剤を使ﾚ､ましようどいうことです。

宮崎各先生から大事な点はいっていただいたのであ

まりいうことはありませんが，私は実際に，みながもう

少し現地にいってみることが必要じゃないかと思うんで

す。それがあんがい現実に行なわれていない。もう少

し，指導者も研究者も現地を見ること，つまり苗を植え

た場合の活着なり，生育状況をよく見るべきでありま

す。たとえば山持ちの方は，苗畑にいってどういうよう

な苗を作っているかを見，またどういうふうな苗を作っ
てほしいという要望をすることが，大事じゃなし､でしょ

うか。このようにしてお互い理解して，つとめていい耐

を作って，よく植えてよく成長さすということが大切で

ないかと思います。なお，最近瞳省力の点から機械化が

発達して能率をあげていること催，まことに結櫛です

が，生物である苗木を機械的に取扱わないことが大切と

思います。

中島もう一つ，つけ加えたいんですが，いま牛11Jさ

んがおっしゃった除草剤を使ってやる，それから肥料も

やるという股業に近いやりかた，これは栽培林業としち

ゃもっともだと思うんです。しかし僕は林業に対して，

とくに民間林業の場合は，農業のとおりでなく，もっと

技術的な林業らしし､ゆき方が，考えられていいんじゃな
いかと思う。たとえば青森あたりでやっておりますけれ

ども，コバハンノキのあとにスギやヒノキを入れるやり

かた，除草剤をまくということは、国有林なんかの経営
には渦ってこいだと思いますけれども，狭い面稜の民有

林の経営では，別の林業らしいエ夫も，考えていくべき
じゃないかと思うんです。

松原長時間にわたって豊鍾なお話をしていただき，

まことにありがとうございました。
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いのであります。土壊線虫というものは，土を主な生活

の場としている線虫類を指していっていますが，種類の’

数も非常に多く，75万種類といわれている昆虫の種類よ

りも将来線虫の種類の方が多くなるだろうとさえみられ

ており，年々新しし､種類があらゆる地方から発見されつ

つあります。

これらの土壌線虫を生活の様式から分けてみますと，

第1表の1のように，土の中にいてもわれわれと直接関

係のないものもいます。これをわれわれは自由生活種と

名づけております。

暑読をお願いいたします。
畠 ：目
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はじめに

わが国では，まだ林業関係の線虫の問題については，

ほとんど注意が払われていないが，最近ようやく，九州

の林業関係者の間で注目され始め出し，九州各地の林業

試験場の方たちが集まって，土壌線虫の問題もすすめて

いこうといった会合が，1962年の10月福岡県黒木の林業

試験場で催された。このようにやや機も熟し始めたし，

林業関係ではどんな課題が土壌線虫の問題に含まれてい

るかということを喚起する意味も含めて，他の普遍作や

果樹といった股業方面での線虫の問題を参考例にとり，

断片的ながら，私が行なった樹苗畑での線虫防除試験の

成績などを多少つけ加えて話を進めてみたいと思いま

す。

1‘線虫の種類

土壌線虫ということばは，最近いろいろな新聞や雑誌

などで見聞されることと思いますが，これはさほど新し

いものでもないといえます。線虫というものは，人体や

家畜に寄生している回虫や焼虫といったものをごく小さ

くしたものと考えてよい動物です。線虫頓には非常に多

くの種類があります。しかも線虫が住んでいる場所をみ

てみますと，あらゆるところに住んでいるといえます。

たとえば海水，淡水，半塩水といった水の中にも住んで

いますし，アルプスの零下数-1-度まで下がる氷河の中か

らも，また非常に温度の高い温泉の中からも発見されて

いるといった具合です。いいかえますと，地球上いたる

ところに住んでいるともいえましょう。さてこのよう

に,線虫という動物（丁鐸動物の生活範囲は非常に広

一
里

第1表土壌線虫類の生態群

1.自由生活種（例)ラブジチス，ヤハロプス等

2.寄生生活種

イ．植物寄生種(Phyto-Nematology)
(1)内部寄生種

A地上部寄生種釧)茎線虫

B地下部弥生種

a定清性佃)ネコプセンチュウ
b移住性（例)ネグサレセンチニウ

(2)外部寄生種

A地上部寄生種（例)葉センチュウの1部

B地下部寄生種（例)リングネマ等

(3)半内寄生種伽)ミカンネセンチニウ．シストセ
ンチュウ

ロ．動物寄生種(Zoo-Nematology)

A脊椎動物弥生種
B無脊椎動物寄生種

3.捕食生活種（例)モノンカス

（
）

この,線虫群は，何を食べて生きているかといいます

と，土の中の細菌類とか，藻菌類を食物としています。筆者：佐賀大学教授
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横尾：林業と線虫について
、

これらが食べている細菌や藻菌の中にはj人語に害をす

るものも含まれております。このような面からすれば，

直接関係はなし､とし､っても，なんらかの意義があるとし、

わればなりません。

第1表の2の寄生生活種に属する線虫群には，植物に

寄生するもの（第1表の2のイ参照）と，動物に寄生す

性の線虫といえますが，地上部（茎，葉）に寄生するも

のと，地下部（根）に寄生するものとにさらに小分けで

きます。地上部に寄生するものには，たとえばスイセン

の葉のうちに寄生するクキセンチュウなど知られてし､ま

す。地下部に寄生するものは，さらに2通り（第1表の

2のイの(1)参照）に分けられます。その一つは，ある時

代は自由に土の中を動き回っているが，ある時期がくる

と，植物の体内に侵入して，自分の好きな場所に定着し

て寄生するといった寄生の仕方をするものがあります。

T･なわち根に瘤を作るネコブセンチュウなどこれです。

他の一つは，根の中を動き回って害をするといった移住

性のものです。ネグサレセンチュウの仲間がこれに相当

します。（第1図参照）つぎに第2番目の群として外部

寄生種（第2表参照）をあげることができます。この種

の線虫は，さらに地上部寄生種と地下部寄生種の2通ヴ

（第1表の2のイの(2)A,B参照）に分けられます。外

部寄生種の線虫は，し､ずれも，植物体の組織中には入ら

ず．表面から加害しますe大部分のものが地下部寄生種

ですが，これらは，空腹になると，根の表面に集まって
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鱗1図(1)ネコブセンチュウ

上の矢印は？，下の矢印は卵漉

るもの（第1表の2のロ参照）とがあります。植物に寄

生する線虫を特別に取り扱う学問をPhyto-Nematology

と呼んでおります。最近，線虫のことをネマとし､ﾔ､ます

が.実はNematodaというのが正式の名前であって．こ

れを略して「ネマ」と呼んでおります。植物に寄生する

ものでも，寄生の仕方にはいろいろあります。まず植物

体内の緬職に入りこんで寄生する群（第1表の2のイの

(1参照）をあげることができます。これらは，内部篭生
~

第2図リングネマ

加害し，満腹すれば，根の周辺の土の中に移り，また空

腹になるとたかるといったような寄生を繰り返していま

す。特に若い吸収根に好んでたかりますし，特に根の先

端部に集まりやすい習性をもっております。リングネマ

やピンネマがこの例（第2，第3図参照）です。これら

の一連の外部寄生種は，特に林業関係にとっては注目す

べき種頚といえましょう。

外部寄生種のもので，地上部術:生のものとしては，た

とえばイチゴ等の新芽につくにセンチュウなどが知られ

ております。（第4図参照）これらは，やはり植物体の

理

券
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第1図(2)ネグサレセンチュウ
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繊尾：林業と線虫について
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か，葉が枯れるとかl､った急性的な症状は現われません

が，じわりじわりと慢性的に弱ってきて，枝葉の伸びが

悪くなり，果実のつきかたも次第に悪くなるといった病

状の進み方をとります。いいかえますと，経済年限が箸

しく短くなります。主に苗木で伝播すると思われますだ

けに，このミカンネセンチュウは．九州を中心とした暖

地での撒橘栽培にとって，将来憂慮すべき線虫といえず
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第3図ピンネマ

第2表外部寄生性線虫類の種類

｛職窓::hu"Spiral-Nemas

Stunt-Nemas Tylenchorhynchus

Awl-Nemas Dolichodorus

Lance-Nemas Hoplolaimus
Criconema

|M…"御、Ring-Nemas

Hemicriconemoifes
●

Sheath-Nemas HemiCycliopho"
Pin-篤emas Paratylenchus

｛雛:麗UaDagge:F-Nemas

St.ng-Nemas Belonolaimus

Stubby-Root=NemasTrichodorus

Needle-Nnmas Longidorus
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第4図イチゴノハガレセンチュウ
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一組織中には入らず，新しい芽の外部に着生して加害しま

す。これがたかると，新芽は，線虫が出す毒素のため

に．奇型を呈してはれあがり，異状成長をし，ついには

ランナーが出なくなります。したがって生産が上がらな

くなります。（篭1表の2のイの(2)B参照）

つぎに第3番目の群としては，半内寄生種（第1表の

2のイの(3)参照）をあげることができます。この群は，

内部寄生とも外部寄生ともつかない両者の中間的なタイ

プの遡のといえます。すなわち，この種の線虫は．身体

の前輪の一部分を植物の根の表面にさしこみ,身体の
後の犬部分は地中に露出したままの願かくして尻かく

さず」といった型で寄生します。この種の線虫の代表的

なものとしては，ミカンネセンチュウやシストセンチュ

ウ･などをあげることができます。ミカンネセンチュウは

わが国の柑橘地帯に広く分布している租鑪であって，こ

れがたかると，他の病気のように，急に木が弱まると

第5図ミカンネセンチュウ

しよう内第5図のように8は寄生ぜず，早だけ身体の前

方部を根の中につきこんで，ぶらさがっています。この

線虫は、ブドウや柿の根にも寄生します。

つぎに大豆につくダイズシストセンチュウを紹介しま

しょう。大豆を栽培するところでは，艇業携によると，

連作は駄目で，同一圃場では4～5年おきに作るように

なぷっており．また，これが常識となっておりますが，原

因を調べてみますと，実はシストセンチュウの害が輪作

を必要とする主な原因となっており，殺線虫剤をまいて

土壌消毒を行なえば，同一圃場に毎年大豆が作られるこ

とが分かってきました。したがって栽培面溌が事実上4

～5倍にはね上がったことになるわけです。北海道など

では，線虫の害が非常に著しかったのですが．こういう

ことになれば，大きなプラスになるわけです。九州では
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横 尾：林業と線虫につし、て

I阿蘇の大豆地帯に広く分布しています。阿蘇地帯では，

大豆は非常にできにくい，いや地とかくせがあ‘るといわ

れているところが多いようですが，これは恐らくシスト

センチュウが原因でしょう。このようにして樒吻に寄生

する線虫の共通した点としましては，ロ針を持っている

;ということです.口針の中心は空洞になっていて，口針

を樅吻の組織中に挿入してこの中心の空洞を通じて饗分

をポンプアップして吸いとるのです。

寄生生活種の中には，もう一つの動物寄生種がありま

す。動物に寄生する線虫類についての研究をする学問

;は,Zoo-Nematologyと呼ばれておりますが，動物瀞生

種は，寄生の対象となるものについて分類すると，脊椎

動物寄生種と無脊椎動物寄生種に分けられます。脊椎動

物寄生種については，もちろん人畜がいるし，古くか

；ら医学または獣医学といった方面で注目されていて．

Nematology全体からみれば，最も古くからこの部門だ

蕊
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第6図(2)モノンカスの一種体の中に，非常に長い

＊

第6図(3)ドリライムスの一種

糸状の乳白色の虫が入っているのをI訓蝶された方が多い

と思います。これらはMermithidsという線虫の仲間

で，糸片虫と呼ばれております。長さも10cm以上のも

のがいます。この他に普通の線虫のように長さが1nem

程度といった小型の寄生線虫もいます。このような而

は，われわれの目からみると天敵であり，害虫を殺して

くれるわけですから，非常にプラスになります。したが

って，この種の群は考えようによっては将来むしろ大い

にわれわれの知力で増殖し，樹苗や苗床などにまいてや

ってもよいのではないかといった問題も出でくるといえ

ましょう。

第，表のるの捕食生活種も線虫の仲間ですが，他の仲

間や同族を食って生きている線虫類であります。この種

の線虫の一般的な特徴は，口腔が広く，口腔の壁が厚く

なっており，その口腔の壁の中にはやすり状の突起があ

ったり，歯状のものがあって，食道の強力な筋肉で，土

中の線虫を吸いつけ，口中で岨しゃくし，液化して食べ

てしまうといった生活をしています。また長い鋭利なか

ぎのあるきりのような口器をもっていて，他の線虫の体

内に挿入して殺してしまうという性質のものもありま

す。第6図の線虫類がこの仲間ですが，これらの線虫

は，普通の線虫より大型で’～3mm位あります。

以上のように，土壌線虫といっても，いろいろ異なっ

た種類があり．無脊椎動物寄生種のように，昆虫などの

いわゆる害虫に寄生し，これを殺してくれるものや，捕

食性線虫のように，線虫でありながら他の線虫を殺して

くれるものもあり，これらは天敵ということになります

ので，土壌線虫の中にはわざわいするものばかりではな

く，われわれの目からみたら非常に有利に利用できる線

虫もいるということが分かります。

（以下次号う
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が少なくなることが考えられるが，ここでは直接，間祷

に母樹の生理的条件を支配する1についてふれてみる。

（1）花芽蒲生

遮光と着花

林木の結実が陽光と関係が深いことはさきに述べた力圭

林木以外のものでも関係が深く､たとえば温州ミカンを

コモでおおったところ著しく着花数を減じ，無処理の随

となったことが報告されており4》，スギ苗木を水浸処理

”しておこなった調査によれば第1表の通りで，陽光量・

の100影区ではほとんど着花したが，50彩区では100鯵

区の約兇，25％区では100影区の約弧に減じ，15％区は

全く着花しなかった7)。また既成林分の母樹を間伐し，

あるいは枝すかしをおこなっても早急にクローネの拡張

第1表着花状況．

瀦謝濃簾
右田一雄

はじめに

林木の結実性は花芽の形成とその後の受糀および胚の

発育などが母樹の遺伝的な性償，年令，樹勢，林分中の

位侭，結実年度の豊凶など多くの内的および外的因子に

支配される。スギのタネの謝生につし､てはとくに母樹の

おいたち（さし木，実生の別）などによっても著しくち

がい，直接的には母樹の栄稚状態，間接的にはおおきく

みて気象などによるものとされている。

スギは前年に花芽を着生し，越冬してから開花結実す

るので稔らない原因については二通りの場合が考えられ

る。それは花芽の着生とタネの充実度であるが，最近林

木育種の進展に伴い生長ならびに耐病虫性品秘の養成な

どから採種園の経営，交配などがおこなわれるようにな

ったが，これらのことについて重要なことは造林学的な

立場からみた結実性の問題であろう。そこで著者(ま結実

性の一部について現場的な立場から二，三の調査をおこ

ないこの結実性を支配すると思われる陽光と母樹の栄養

生長からみた一部の現象についてふれてみた。

《
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I日光と結実

結実は天候に支配されることが多く，前年生長期間中

高温にして，乾燥かつ陽光の照射強く，翌年も同様の天

候である場合に普通結実良好であるといわれる。気候因

子の中では陽光が最も関係が深く”またわれわれが現場

で観察し，あるいはタネとりについて経験することは雌

通りや，南傾斜，林縁木，孤立木のように|場光のよくあ

たるところlこ結実する。また多くの研究者たちは，母樹

および母樹林の育成方針としては母樹の周囲は十分疎開

させ，枝条の拡張を促してクローネを柵成する枝条が過

帝で結実に支障をあたえる場合は陽光調節のため枝すか

しや，間伐などをおこなうことをすすめている。このよ

うに陽光の直射がし､かに結実に必要であるかがよくわか

るが，この陽光の役割につし､ては二つの場合が考えられ

る。その1は陽光不足のため生理的に花芽分化がおこら

ず，また充実したタネがえられない。2として結実量は

クローネの拡張によっておこなわれるから林木の場合う

っぺいによって|場光が射入しないため枯れあがりが生

じ，クローネがちいさくなり，きかい的に球果の着生量

はのぞむことはできないが，し､ままで庇陰下にあった枝；

に陽光をあたえた場合に蒲花できるだろうか，トドマ・

ツ，エゾマツの天然休のタネとりについて択伐後2～3．

年たってからとるようにすすめているのは2！)択伐直後は．

着花させることのできない生理的条件であるのか，ある、

いは瀞花してもタネの品質がおとるためであるのか不明1

だが，いずれにしても3年ほどだったものが上記のいず

れかを良好にしたものではなし､かと考えられるが，もち．

ろんこの場合は母樹の夕織状態によってちがうことはい・

うまでもない。3年生スギ苗木を街畑に稲え付けたも、

の，ならびに水浸処理して陽光量15影の条件下で生育き

せた後これを全陽光下にさらすと苗畑植栽の方は着花す

るが，水浸処理の方は着花しなかった?〉。これなどば蒲

花朧期までに水浸処理の苗木は着花できる生理的条件に

回復することができなかったものと考えられる。したが癒

って遮光は間接的に母樹の栄穣状態に影響するのであつ“

て，遮光そのものが直接に着花には関係するものではな言

いことがわかる。

日長と蒲花

花芽の形成は一面植物体の内因によって支配される傾、

《
〉

著者：東京大学千葉県淡習休醗名古屋大学）
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石田：スギの結実性

時間区）これを自然状態にもどすとこの場合も前年の日

長の処理に別なく着花する'0>・このことは日長処理が直

接に蒲花に影秘するのではなく日長処理打切りから花芽

分化期までにその母樹が着花に好適な生理的条件になっ

たものであり，そこで母樹の花芽蒲生には前年の栄饗状

態は関係しても着花の年に人為的に母樹の生理的条件を

調盤すれば潜花は可能であることがわかる。すなわち花

芽形成時の生理的状態が最も重要な因子であることがわ

かる。

（2）タネの充実度

陽光量とタネの充実度

スギの球果がクローネの位置によって発芽率にちがい

のあることがいわれており鋤，また一方では一定の傾向

痴のつよいことを述べたが，環境条件によることもみの

がすことはできない。この条件は日長と温度といわれて

心､る。日長と植物の開花が密接な関係があることが判明

してからいろいろと植物が短日，長日植物にわけられて

,心､る。しかし林木をとりあつかったものは少ないようで

あるが，カラマツについては郷土では結実まで20年以上

を要するのに北海通では'5年程で‘，すでに結実するとし、

熟つれており日長の影響を吟味する必要のあることが説か

れてし､るgo〕･スギの花芽分化と日長との関係を検討して

､みると，次の第2表8)のような結果をえた。そしてこれ

らの区のC/N比を示すと窒素に8時間区が多く，少な

､､のは,6時間区である。また可溶性炭水化物は自然区が

多く,C/N比も高い｡(第3表)9)そして着花数も自然区
一

第2表蒲花状況

“|､|2FPFI6FF廊岬同研押隔
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｜：8時間区
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第1図発芽率（％陽光瞳ノ

がえられないこともみとめられている'〉。このように結

果の異なることは球果を採集する供試木の方位の他にク

ローネの大きさ，茎葉逓の多少，うっぺい状態によって

光その他の環境条件が違ってくるので一定の結果はえら

れないのではないかと考えられる。これらのなかの賜光

量の多少とタネの発芽率についての調査の結果は第1図

の通りであるが，しかしこの調査の結果をみるとかな

り，くらいところでも発芽力をもつタネが生産できるこ

とが，みとめられるが他の調査区にくらべるとその発芽

率はおとる。なお5本の孤立木（年令50年生）について

が多かった。この場合CIN比で花芽が形成されるとい

うよりは栄養的生長迦隻と窒素の摂取に恢存していると
､いわれており鋤，もちろんC/N比で決定づけられると

第3表C/Nj:上
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一
してもC/N比の高いものが必ずしも箔花するとはいい

きれない。たとえばCIN比は高くても着花させるだけ

の養分の絶対量が少ない場合などである。この調査のス

ギはいわゆる日長に函芯する植物とはちがい8時間区や

16時間区が清花しないのは栄握生長と関係が深いことか

らスギの花芽は栄溌に感応するものであろうと考えた。

さらにスギ苗を1年間日長処理して（16時間，自然，8

－17－
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右 田：ス諄の結実側

クローネを先端から･ろ等分して各部分毎に方位別にわけ

てタネの雍茅力をみた結果ではu〕その母樹につし､てはい

ずれのクローネの各部分のいずれの方位からとってもお

おきいちがいはみられなかった。これは一般の林木では

極端な庇陰下で清花する場合がきわめて少なく，したが

って施業的にタネをとる場合にはそれほど気にする必要

はないのではないかと考えられる。

違うことをみとめているが'3>，とにかくスギの花芽着生

はたびたび述べたように栄稚状態によって支配されるの

で，豊凶の問逼も一つには大きくその母樹の栄謎状態が

左右するものと考える。スギに限らずそれぞれの樹のも

つ力を無視して結実させると，樹体が著しく弱り，翌年

花芽形成時における鮒体の生理的状態を著しく悪くし，

ひいては花芽を着生させるだけの能力を失うか，または

花芽は蒲生しても充実したタネが生産できないのではな

いかと思われる。きた一方枝葉が繁茂すると花芽の蒲生

はあまりよくないことはしばしば地の植物では経験する

が，樹勢が著しく弱っている場合と旺磯な場合，これが

スギの潜花に支障をあたえるかどうか，また着花したも

のに施肥をおこなえばタネの充実度が高まるかについて

調べた。

（1）花芽着生

樹勢と着花

枝葉の繁茂と花芽着生とには関係があるようである。

スギ苗を水浸させてこれに尿素肥料を葉面撒布すると，

撒布しない区よりも花芽の着生数は少なくなる。その場

合の花芽の着生した当年の茎葉量，および根量を調査し

てみると尿素を蕊面撤布した区が多いM)。さらに植え付

け箱の満さを55cm,35cm,25cmにして土壌水分をちが

えることによって生長をかえて着花との関係をみると茎

葉量，および根量は第4表の通りである'5)。そして花茅

第4衷茎葉および根量

90

躍圀発芽率

仁．末発芽(有遜）

■■無胚率

41)沈んだタネ50

②浮んだタネ

一
一
一
一

宇
・
９
４

｜
恥

啄
可
出
国
Ｉ 囎

閏
；
ぬ
常

」 ‐

夕

鰯局

’

鰯ヮ愛％

(1)(1)(1X21(1X2)(1X2)(2)(2)(1X2)

16時|IHi区自然区8時間区

第3図タネの有胚率

日長とタネの充実度、

日長が林木の栄瀧生長におよぼす影辮については最近

多くの研究がなされている。そこで日照時間の長短と球

果の発育との関係を調べ，さらにその球果につつまれて

いるタネの充実度にどんなつながりをもってし､るかを調

べた。その結果は次の通りである'2)｡(第5表～第6表）

球果のおおきさもタネの充実度も日長の長い区ほど結

果がよく，短くなると充実度が劣るが，このようなこと

は日照時間が短くなると同化鍵分が十分に生産されず，

このために球果の発育が不利となり，ひし､てはタネの充

実度に影響がみられるようになる。このような現象はス

ギだけでなく，モモに短日処理をおこなった場合も著し

く抑制され5>，また日長とタネの品質につし､ては小麦に

悔日処理をおこなうと子実が経くなることがみられてい

る。このようにスギの場合も充実度に悪い影群をおよぼ

すものと考えられる。

雪｡…、諺
測定部分

茎梁量80.49

根量28.69

’55cm区|25cm区
45．0

11．0

20．5

8．5

《
』

の着生数は供試数12本のうち55cm区が2本,35cm区が

5本,25cm区が11本であった。したがってこれらのこ

とから栄養生長の良好な条件では花芽の着生が少なく，

多く花芽の箔生したものは一般的に栄獲状態が不良であ

ることを示すことがわかる。

また林地において球果のかなり着生していても，なお

生長しているものが観察され，一方また生長の悪いもの

もみうけられるので6年生の造材地で'0月に球果の重さ

と生長との関係を調べた。’例を示すと，その結果は第

4図の通りで”，これをみると，球果睡騒5009をこす

とこの林では樹高生長が悪い傾向を示し，さらに球果重

雄は少なくても雄花が梢端まで蒲生しているものは生長

のおとるものがみられた。そして球果重量が5009をこ

したものには花芽が着生してし､るものが多し､。なおこの，

場合は球果重醗，ならびに潜花数などと生長との関係と

Ⅱ栄養生長と結実

スギの結実に気象条件が影瀞することはさきに述べた

が，この気象条件がスギの母樹の栄穂状態に間接的に影

響をあたえるものと考えられる。Iのところで述べたよ

うに光度や日長でも間接的にスギの栄養状態に影響をお

よぼして着花やタネの品質に影響をあたえるのである。

ここでは施肥などの手段によって直接に母樹の栄誕状態

をいろいろとかえてみて結実との関係をみた。スギの結

実には体内の澱粉の集積瞳や含水量，あるいは樹脂の含

量などが密接な関係をなすとし､われてし､る'9〉。ここでは

述べないが，スギの両花の分化の量も栄維状態によって

－18．－
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にわけて調査する必要のあることはいうまでもない。まさらに球果を着生したものに施肥をおこなえば節6表

た樹勢が著しく弱った場合着花しないことも一応考えらのような結果がえられた18〉。これをみると球果の大きさ

は増すが生長が旺盛になって蒲花

が困難になるものと，適当な施肥
140‐＝ ､ o
鐺曜 量によって瀞陀するもの‘と,､栄養
120；曇o球果を着生したもの

｡‘菫零塁燕鐸｡…毒溌…"鷲噸鯉､噸“°球果を蒲生し、両花も蒲生しこのような現象からみてそこに
高はある程度蒲花に必要な栄饗状態
70-承OCC●のの①

を保たせる必要のあることをしる生65-oooom
ことができ，そして請花は栄鎚条長60-ooo函の．。。。。
件に支配されることがはっきりと

5 5‐”
。 ●

する。
50函▲の。▲●●

45‐▲▲▲．．．⑪の． （2）タネの充実腱
A

● 泰分の欠除が林木の栄饗生長に40－▲▲▲・・．●③
●⑥

35‐▲▲“．． およぼす影響については多くの報
●

3 0▲△▲。。③ 告がなされているが，タネの品質
●

25‐坐．。。．。と施肥との関係も璽要であると恩
●

20-AoA△。う。とくに最近は林木育秘の進め

@mWI)i,b2b3b',i舳加0jblil2bO3004005606607608609601,j0011001:40d1,8b1
’’0ゥ＊11，0，I かたにつし､て接木や，ジベレリン

などによって将来採種閲が経営さ
b

球果璽蛍
れるようになってくると，ただ接

第4図球果重蛍と樹高生長 木や，そのもの品種の素質の改良

のみ進んでも鏥集されるタネの品

第5表蒲花状況

－

第6表着花状況
－－
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質が悪ければまとまった面祇に使用する材料が多くえら

れる。そこでスギ苗木を水没法によって極端に貧弱な状れないから施業的には不便を生ずることは当然である。

態にすると苗木は栄穂的に花芽を蒲生させる能力を失うたとえ花芽は着生してもタネの充実度が悪し､場合などに

ようになるが，これに施肥をおこなえば第5表の通りについてはこれからの採種閲経営にはつねに考えねばなら

着花させることが可能になる17)。この現象はあきらかにないだろう。もともと花芽は着生してもさきに述べたよ

母樹がよわってし､て瀞花するだけの稚分が欠乏していたうに樹体はどちらかといえば弱ってし､る場合が多し､の

ことをあらわすもので，これに施肥したことによって着で，タネの生産にはよほど樹体の栄礎状態力f良好でない

花できる条件に樹体が回復したことを一応しることがでと充実したタネはえられない'8〉。とくに採種園などのk

きる倭う･にちいさい母樹からタネを採集する賜合はこの点かな

－19－
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り重要な問題となる。そうなると採種園の肥培管理は育

種事業からきりはなすことはできない。

部をまとめてみると次のようなことがいえる。

（1），スギの花芽着生には光度，ならびに日長は影響す

るが，これはいずれもスギの栄養状態をとおしての間接

的な.ものであり，また花芽形j渕瀞､生理的状態によって

花芽は形成され前年度の処理も花芽形成時の生理的状態

に変化をあたえなければ特に影響することはない。

（2）光皮（関係光度）や日長はタネの充実度に影響す

るが，これはすべて母澗の栄養生長とのむすびつきがつ

よく，光度の場合は極端に暗くなると，充実腰も低くな

るが，タネをとる場所については施業的にはそんなに気

にする必要はないようである。

（3）スギは栄養状態が著しく旺盛なものと，悪いもの

には花芽は着生しにくし､。これらのことから花芽は栄養

状態に支配されると考える。

（4）花芽を着生しているものは一応樹体の弱っている

ものが多し､。そしてこれに施肥をおこなえば花芽形成時

の生理的条件を改善して球果の着生量やタネの充実度は

高まるが，その場合樹体ににらみあわした施肥をおこな

わないと栄養生長が旺盛になって，次の着花に影響する

ので採種園などの管理にはこれらの現象をよく考えてお

こなわなくてはならない。

いろいろとこ教示いただいた東大千葉演習林長，渡辺

資仲教授ならびに丹下勲教官に厚くお礼を申しあけ．る°

（57.8.29寄稿）
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まとめ

母樹林の結実性については造林学的立場からそれぞれ

研究がおこなわれている。母樹林の育種学上からみた育

成については第一にその母樹の素質を確かめなければな

らない。それにはどうしても既成林分を一応検討しなけ

ればわからなし､不便があるし，さらに母樹林として指定

されても結実量少なく，その上にクローネがちいさく，

枝下高が高いのでタネをとるにはある程度木登に技能を

必要とする。

このような欠点をなくするにはどうしても若い林分の

うちから将来母樹林としての仕立てかたを必要とする

が，その若いうちからは素質のよい林かどうかをみきわ

めることができなし､不便がある。また民有林の場合など

は若い林分のうちから仕立てることはいるし､ろの事情で

困難であろう。最近は密植，短伐期造林などが施行され

るようになったが，生長のよい若い林分が伐られると素

質のよいものが多く伐られ自然と悪し､ものが残り一般に

はこのようなものからタネをとられるようになるとする

と，なおさらに母樹林の保存は育種の上から重要となる

のではないかと考える。

このように重要なものになると思われる母樹林の採種

量の少ない原因については，いま述べたように素質の不

明のため若い林分のうちから仕立ることのできない欠点

があるが，い室までの多くの研究者は母樹林造成につし、

て枝の枯れあがりと陽光量との問題をとりあげてし､る。

その対策としては母樹を疎開させることにつきるが．母

樹の立木本数については山内型》はha当り50年生程渋で

200本位としている。この立木本数も50年生以前の林分

の本数が必要であるが，その若い林分のうちは素質の点

などのことで立木本数についてはあまりふれられていな

いようであったが，育種の進むにつれて素質のはっきり

《
』

《
』

したものが造林されるようになればタネとりの上からの’㈹

立木本数も必要となろう。この立木本数についてはさら卿

に別の機会に述べるつも,りであるが，母機淋として素質u41

検討の林は壮令林以上のものが多いため，タネのとれる05）
母樹林の少ないのは当然であろう。 ⑰

しかしさきに述べたように素質のはっきりした品種が⑱

でてくることと，接木などによって母樹のおおきさも割側

合ちいさくなってく･るので，いままでの多くの方々の砿剛

究が簡単に応用できるようになってきた。ここでこれら(211

の方々の研究にいちﾚ､ちふれることはできないが，著者（22‘

がおこな,った花芽着生，タネの品質について結詞生の一注

’－－20－－－
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コバノヤマハンノキ（タニガワハンノキ，通称コパハ

胃ﾝ）の病害の調査研究はごくわずかしか行なわれていな

4，ので，不明なものが多い。そして従来の造林地はごく

一部に局限されていたので，病害の発生例も小なく，し

:かも専門家による調査が行なわれて1,,ないので，問題に

なるようなものはほとんどないと称されてきた。

しかしながらこの種の成長の早い広葉樹は，し､ろいろ

,の被害に弱いのが常識となっている。したがって，育苗

や造林が増えてくるにつれて，いろいろな病害も増えて

くる可向馳kがある。とくにブームにのって，従来よりも

不良環境の造林面積が増加してくれば，問題が多くなる

ものと考えられる。

簸者がこの樹種の病害について注意を払ってきたのは

.この1，2年来にすぎず，しかも調査範囲も東北支場の

好摩試験林や構内の苗畑におけるごくわずかな材料にか

ぎられている。したがってごく不完全ではあるが，各方

面からの要望もあり，現在まで目にふれた主な病害をあ

‘げて参考に供したい。

種苗の立枯病

〔病原菌]Rﾉ"zocわ”池soJ"ziKIIHNEPe"ic"ﾉαγ”

_f"α'"”"s"(PAT.)ROGERS].""s"""zspp.,

み＃〃郷加sp･

〔病徴〕地中腐敗型，倒伏型，首腐型，根腐型などの

被畜がある。秋まきの場合はとくに地中卿攻型の被害が

多し､。

〔誘因〕粘重な固まりやすい排水不良な床地に多い。

また苗に土ばかまが形成すると被害が増える。雨降りが

つづくと発病しやすいが，干天つづきで衰弱した苗もお

かされやすくなる。

〔防除法〕地中腐敗型の被害の予防には，薬剤による

種子消灘の効果が高い。筆者らの試験では，秋まき種子

と土中埋蔵越冬種子に対して，チウラム剤（ポマゾール

F)の1.0～1.5筋量の粉衣処理の効果は有機水銀剤に

まさり，薬害のおそれがない。

倒伏型，首腐型，根腐型の被害に対しては，まき付け

前の土壌消藤が望ましい。十分とはいえないが，ホルサ

筆者：林業試験場東北支場

イド(m鯉あたり609)の施用，シミルトン，ソイルミ

ンなどの1,500～2,000倍液を"X2あたり5Jのかん注が

有効なほうである。またアセトールも効果がある。発芽

後被害が出はじめたら，病苗を抜き取って，シミルトン

やソイルシンの1,500倍液を”‘曾あたり5Jかん注する。

またオーソサイ．ドの400~5“儲鰊チウラム剤,(水浴

性）の400～500倍液も効果があると思われる。

なお土ばかまの出やすいところでは，覆土に川砂を用

いるか，発芽後床面にうすく砂をしく。

また雨降りつづきには,過湿にならぬように,干天つ
づきには苗が衰弱しないように管理する。

苗のくもの巣病

〔病原菌]R〃彫ocZo"icsoI,α"|fKnHN(R"ic"〃γjα

/"α加e"fosfz)

〔病徴〕この病害は苗の本葉が出てから発生してき

て，葉と枝茎の幼弱部をおかす。地ぎわに近い部分から

おかされ，はじめ褐色から黒褐色不定形の病はんができ

“

第1図くもの巣痕

て，これが急激に拡大して熱湯でゆでたように戦かくな

って腐れる。患部にはくもの巣状の菌糸がからまりつ

く。また菌核を形成することがある。（第1図）

〔誘因〕苗木がi炊弱徒長して密生し，陰湿な環境下に

あると発生しやすい。夏季に多雨の年は被害が多い。

〔防除法〕薬剤防除は立枯病に準ずるが，褐斑病の防

除をかねて4-4式ボルドー液に0.1％の有機水銀剤（ウ

スプルンなど）を加用して散布する。ボルドー液の単用

では効果が少ない。

また苗床の間引きをよく行ない，過湿にならないよう

に管理する。

褐斑病

〔病原菌〕艶'20減α""ziSACC.

鯖徴〕幼苗の被害が多く，床替苗や林木ではあまり

に大きい害がなくなる。本葉が出ると間もなく発生して

きて秋までつづくざ婚こ褐色の斑点を形成し，微細な黒

－2］－



佐藤：コバノヤマハノンキの主要病害

色小粒点がみとめられる。被害が進むと，多くの病斑が

ゆ合して葉が枯れてきて落葉するにいたる。それで稚苗

では被害が重くなると枯死するものもある。

〔防除法〕種子に保菌しているおそれがあるので，か

ならず種子消毒を行なう、有機水銀剤を用いるには，ウ

スプルンでは300倍液4時間浸潰，ルベロンでは1,500

倍液を用いる。またセレサン，粉用ルベロン，強力リオ

ゲンダストなどの緋衣C種子重量の1％）でもよいが，

浸水した種子では薬害による発茅阻害のおそれがある。

落葉は冬までに集めて焼却する。本葉がでるころから

月2回，宥機水難誇り加用ボルドー波(4-4式）を散布す

る。また間引きを励行する。

さび病

師了原菌]j1"ﾉα77"so"が",〃〃”＃s"たα"那加S.ITO

カラマツを中間寄主とし，これに柄子とさび胞子時代

が形成される。またハンノキ類には夏胞子と冬胞子世杙

が形成される。しかしこの菌はハンノキ類の上において

だけでも生活できるようである。

『

蕊蕊勘氏・

第3図ギグナルディア胴枯病

〔病原菌]PAy""""'.方'“"〃①C､)HOMMA

〔病徴〕苗と林木に発生する。葉の裏面に白色粉状物

が形成され，秋になると，黒色小粒点（子のう殻）が操

とめられる。あまり大きい被害はないようである。

〔防除法〕病落葉はていねいに集めて焼却する。苗木

では請深が開く前から石灰硫黄合剤（ポーメ0.3｡）ある

いはダイセン水和剤（500倍液）を数回散布する。

ギグナルディア胴枯病

〔病原菌]G"igw"戒α"",辱"αNIsHIKADo"

WAANABE

〔病徴〕被害を受けるのは，幼令木が主であり，かな

り害が多い。春から被害が発生する。幹や枝に褐色～暗

褐色の病斑ができてしだいに拡大し，やや陥凹する。病

斑が幹の大部分をとりまくと巻枯らし状に枯死する。古

い病斑は淡褐色～淡灰褐色を呈し，一面に細かし､コブ状

に隆起した小粒点を密生する。その表皮が破れて，中か

ら微小黒点が現われる。これが柄子殻で，のちに子の為

殻が形成する。（第3図）

〔誘因〕寒害をうけたり，衰弱したりするとおかされ

やすﾔ､°したがって仮植苗などは危険が多い。また高海

抜地や土壌条件の不良なところや，秋や早春に寒暖の菱

の大きいところでは発病しやすい。またカミキリムシな

どの被害をうけたものに発病しやすい。

〔防除法〕以上の誘因を除く対策をとる。被害部は健

全部をも含めて切りとって焼却する。

なお胴柚性病諜にはCyjoSbowzsp、によるキトスポ

ラ胴枯病P加加"sissp.によるホモップシス胴枯病な

どがある。

紫紋羽病

〔病原菌]f北"“"“極虎‘獅加o"ゅaTANAKA

〔病徴〕繭木と林木ともに被害があり，根部がおかさ

れて腐れる。

毎
Ｊ

《
『

．第2図さび病

〔病徴〕この病害は幼苗ではかなりはなはだしいが，

林木では大きい被害はないようである。夏季，葉の裏面

に筋黄色の粉状の夏胞子を形成し，ひどくなると全面を

おおい葉が枯れて落葉する。秋季になると，灰褐色に変

じて冬胞子が形成される。（第2図）

〔防除法〕養苗苗畑付近にカラマツがあると被害がは

なはだしくなる。病落葉は集めて焼却する。

苗木では春に葉が開いたら石灰硫黄粉剤（ボーメ0．1

～0.5。）またはダイセン，ボルドー液（4-4式）を月2

IIII,葉の喪面から散布する。

うどん粉病

〆
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佐膝：コバノヤマハノンキの主要病害
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第6図ナラタケ病にかかった根部

（剥部に白色膜状の菌糸層が薙勤

病木が発生したときには，堀りとって焼却し，あと地

はクロルピクリン，フォルマリン，シミルトン，ソクル

シンなどで土壌消灘を行なう。

ナラタケ病

〔病原菌JAγ"〃α'加加e""(FR.)KARST

〔病徴〕根や幹の基部がおかされ，病樹は生育が阻害

され，葉は黄変し，ついに巻き枯らしを行なったように

しおれて枯死する。根や幹の患部の皮をはいで，その内

側や木磯部をみると，白色膜状の菌糸屑が発達してし､

る°また病根やその近くには黒色ひも状の菌糸束が多数

付着している。秋には病木の根株からキノコ(ナラタケ）

が発生する。（第6図）

〔誘因〕不適地に造林されたり，根が衰弱したりする

と，・蓑ん延しやすし､。

〔防除法〕以上の誘因をさけるようにする。被害根は

ていねいに掘り取って焼却し，付近の菌糸束もていねい

に除去する。跡地には石灰を施し，なるべくアルカリ‘|＃

に保つようにする偏

心材腐朽

この病害はかなり大きいと称されている。10年生未満

の林木にも害がある場合もあるが，15年生をこすと危険

が多い。病原菌はカワラタケの1種とされている。

第4図苗木の紫紋羽病

第5図林木の紫紋羽病

（地ぎれは菌糸膜が形成）《
ゞ

患部の表面に紫褐色の菌糸，菌核および菌糸束が網目状

にからまりつき，幹の地ぎわ部には，紫褐色ラシヤ状の

繭糸膜（紋羽）が形成されるも

被害力謹むと生育が阻害され，葉色が不良になり，枯

ﾀするにいたる。（第4，5図）

〔防除法〕この病害は不良環境下において樹勢が衰え

ると進みやすいので，適地を選ぶ。

無病地はは病苗をもちこまないようにする。この激害

地ではトウモロコシ，リクトウ，ムギ，アワ，ヒエなど

のイネ科の作物を数年間栽培して病原菌の漸減をはか

る。またこの菌は未熟の有機物に繁殖しやすいので，多

蹟の石灰を施して，その分解をはかることも有効だと称

されている。

-ZI-



’ その2製材産地めぐり

卜，

」｜
日……豐訓･-･-剛"""伽田‘．"，‘卿酬'"'噸"馴伽'"’輌壽二IIⅡl0H1Nn卿噸W1Ⅱ1

白

小 野、二昭

（4）一般に白田林業地と称されているのは日田市，日

田郡，玖珠郡，下毛郡の一部であって，広大な面識莚有

し，素材生産量，製材生産斑ともに一般用材におし､て

は，県下の％を占めている。

（5）零細森林所有者の数は多いが，民有林面積，蓄禰

の過半数は大森林所有者の所有する森林である。製材業

者の大部分は，かなり広い面秋のスギの造林地を所有し

ているため，素材の入手困難な場合には，自己の所有す

1．日田市の製材業と背後地林業との関係

日田林業の歴史は古く，今から約250年前にスギのさ

し木造林が始まり・明治以後になって，本絡的なスギの

さし木造林が推進されるようになったようである。明治

56年日田山林学校観在の日田林工高校）を開校し，専

門教育による林業技術者の穣成が始められ，林業技術発

展の原動力となった。現在までの卒業生は戦前は主に満

鮮，台湾，北支等の海外で砂防事業，造林事業，利用事

業等に大活蹴をしていたが敗戦と同時に引き揚げ，日田

林業に従事する者，あるいは，山村林業の指導者として

また国有林の技術者として十二分に活動している。昭和

22年市分に大分県林業試験場が設けら奴，特にスギのさ

し木造林について，さらに科学的な研究が推進されるよ

うになった。

日田林業の特色は、すでに各種印刷物によって，広く

全国に紹介されているが，そのうち，特に製材と関係の

深いものについて述べると次のようである。

！(1)造林されている棚種は大部分スギである。したが

-って，蝿才工場にはスギの丸太がもっぱら積み上げら

れ，年中スギの製材を行ない，木取り方法，自立技術，

製材技術，工場経営ともにスギの産地製材一本やりであ

る。

（2）古くからスギの品租捌さし木造林（品種としては

ヤプクグリがもっとも多く、アヤスギ，ウラセバル，ア

功.スギ，クモトオシなどがある｡）が行なわれてし､る。

これは日田林業のもっとも優れた特徴であって，これら

品職別造林地より生産される素材は品質が揃っているも

,のが多い。また用途に応じた品質の素材を仕入れること

ができる。しかしながらもっとも生産量の多い品種であ

るヤブクグリは全般蜘こ根曲りが大きく，利用面から錐

れば，大きな欠点をもっている。

（3）植栽本数は従来疎で,ha当り2,000本内外観

在はha当り5,000本以上が多い｡）であったため，間

伐，枝打ちなどはほとんど行なわれていなかった。した

がって，生産された素材は生節，死節ともに多く良質の

製材品は求め難い。

《
且

スギの林相

《
』
一

造材輪がけ状況

る山林を伐採し，製材するため，製材工場の経営に弾力

性がある。

（6）年間降雨量は2,000ミリ内外で，空中湿度が高

く，年平均80%内外を示しスギの生育に適する。したが繁者：大分県林政課
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一

って，造林木の成長が早いため撒令30年前後で主伐され

る，いわゆる短伐期施業である。また比較的年輪幅も大

きく，材質はやや秋弱である。銘木類の生産は少なく，

製材品の役物は少ない。

（7）比較的広い面積の一斉単純林も多く，主伐時には

皆伐作業を行なっているため早くから運材索道などの機

械化が推進されている。このため素材に土石の混入が少

なく，したがって薄鋸の使用も容易で製材品の挽肌も良

い。

（8）山元で一定寸法に玉伐り剥皮し，輪がけして1カ

月から3カ月間乾燥しながら集運材索道で撤出するため

素材は比鮫的乾燥しているものが多く，運搬費が節減さ

れている。、

2.製材工場の現況について

（1）工場数，馬力数

日田市内の製材工場数および馬力数は第1表のとおり

であって，10馬力から50馬力の工場が全体の68％を占め

ている。中小工場の集団地である。

第1表日田市の製材工場数及び馬力数

（2）主要機械設備状況

主要機械の設備状況は第2表のとおりであるが，この

中で23工場は，円鋸のみの工場であり，挽角類，挽割類

を主に製材している。帯鋸盤の設備をもつエ場は，送材

車付帯鋸盤とテーブル･付帯鋸雛，または送材車付帯鋸盤

とローラー付帯鋸盤の2台を設備している工場が多し､。

I
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集 材．工場

（3）製材工場の従業員について

日田市は股家一戸当りの耕地而績が少なく50アール未

満の裟家が多いため，製材工場に働く従業員も農業との

兼業者が大部分である。特に毎年6月と11月の股繁期に

厩1'畷|而罰F評罵謝IUI"
10012014812011012

2,772.25167.5945782．5660．25217

事項

工場数

馬力数

(昭和37年5月現在）‐
はそれぞれ1カ月間，半休業状態となる。しかし，反面

|戦驚蕊鮮繍
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都市へ流れ，日田市も多淵にもれず，従業員の平均年令

は年々高くなり，労働事情は悪化する傾向にある。従来

市内の製材工場には口紅をつけ，お化粧した女エ員が比

較的多いのは特筆すべきことである。

（4）製品半巌畷及び販路について

日田市は筑後川の上流にあって，地理的に北九州経済

圏に属し，年間約15万XnWを生産してし､る。生産され．

た製材品の90影は北九州地方へ出荷され，一部は木材瀧

同組合を通じて東京，横浜地方へも出荷されてし､る。

（5）製材技術について

生産される素材の90%は，スギの小径木であるため鋳

木類の製材のごとき木取り技術をそれほど必要としない

集材機＃こよる集材状況

第2表製材機械設伽状況
－

押
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製材犠

械の種
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小野：製材産地めぐり〔その2〕

が，いかにすれば歩止りが良くなるか，良い品質の単価クグリスギの根曲材を活用したためである。木履の産地

の高い製品が挽けるかなどについては相当の研究を積は日田市に限らず他の地方にも多いが，いずれも特徴は

み，優秀な技術者が多し､，また挽機の種類および径級が見られない。ただ，日田木履は比較的原材料が蝋富にあ

揃っているため他の地域に比して挽材作業率は良い，特るという程度である。しかし，今後はビニール製品との

‘にテーブル付帯鋸盤での挽材技術は全国的にみても優れ競合でかなり苦境に追い込まれる危険性はあるとして

ている。なお最近男子工員の不足から引方には女性の進も，現在日田市にとっては重要な産業であり，また製材

｜出が目立ってきた。原木の未利用材を活用している点から考えても今後さら

（6）目立技術についてに発展することを望んでいる。

現在日田市内のエ場において使用してし､る幣鋸の鋸厚5‘木材市場について

鍵主として,BWG25,24,円鋸は17,18である。全般市内に素材市場が8市場あって，月に16日市が開か

'的にみて目立技術のレベルは高く優れた技術者が多い。れ，年間78,000m3を取扱っている。市場の発展は製材

市内の大分県林難試験場内には，目立技術者の養成施設エ場の経営合理化にとって欠くことのできないものであ

があり，昭和ろ'年より4カ年間技術者の養成を行なっる。特に日田木材協同組合の経営する市場は，組合員相

た。この新規蕊成とあわせて毎年林業専門技術員による互の不用不急材の交換場所として，きわめて重要な役割

識習会，覗地指導，機櫛診断などをくり返えし行なってりを果し,年盈取露掌も鋤Ⅱし,あわせて協同組合活動
いる。これによりほとんどの目立工が科学的な目立技術のための重要な資金源となっている。

を身につけ大きな成果を挙げている。また製材技#織技6，問題点と今後の進むべき方向について

会，製材品展示品評会などにおける科学的審査と欠点の日田市の製材業は広大な日田林業地堂バックに豊富な

具体的指摘によって，特に帯鋸の接合部の仕上げおよびスギの素材を原材料としてし､るため外材との競合もさほ

'腰入れ技術，アサリの精度は急速によくなった。日田地ど恐れていないようであるが，県下でも外材の輸入量は

方における帯鋸の歯型については篇4表のとおりであ年々増加の一途をたどり，将来の木材業界を左右する力

る。なお歯脊線は直線的なものがもっとも多く印影を占を持っている。

めている｡昭和36年下期は一巡の金融引締策によって，パルプ業

第4表帯鋸の歯型について
－－－－
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《
軸3.木材協同組合の活動状況について界をはじめ一般木材業界は，前例のないほど急激な不況

日･田木材協同組合腱，日本の三大木材協同組合といわに見舞われたのであるが在庫堂の減少と共に，今年8月

れるきわめて優れた。協同組合である組合員は主としてには多少価格商騰のきざしをみせ今なお保合い状態にあ

製凋業者で，総組合員数115名中109名を占めている。る。しかし多少恋りとも需要が増加すれば再び高騰する

その他木材業者が6名いる。組合の協同事業としては，要素を持ってし､るため，製材迄E場としては景気の見通し

素材の共同購入，素材の共同生産，製材品の共同販売，を誤らないよう常に市況を調査し，適格な判断のもとに

共同保管，共同検査，副資材の共同購入，素材の市売事生産すべきである。産地製材の販売方法は，注文による

業等を行なっているが，そのほか組合員の債務保証，価問屋卸，土建業者への小売，あるいは市場への出荷等そ

梢の協定，組合員の研修，広報活動，共同試験研究等，れぞれ性絡の異なった取引き方法によって行なわれてし、

きわめてI幅の広い活動を行なっている。現在は産地製材るが，それぞれの得失があり，いずれが有利であるか判

として販売対策に最も力を入れてし､る侭断に苦しむ場合が多いが，常に最も有利な販売方法を選

4．木履木工業についてび，信用ある取引きを行ない，企業の発展のため適正な

市内に木履木工場か約80工場あって年間約700万足の利潤を得るよう努力すべきである。

下駄を生産し，その他家具，建具，黒板等を多数生産（'）原木について

し，製材工場に次いで主要な木材エ業である。特に木履日田地方の原木は，ほぼ型状が一定し，きわめて恋ま

エ場の発展した原因は，一般用材として不向きな，ヤブれているが，製材工場内においては，従来から原木の貯

一26－
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小野：製材産地めぐり〔その2」

ただしヘッドブロックはガタのきたものが半数近くあ

る。しかしこれはある程度止むを得ないものと考えられ

る。

（3）目立技術について

目立技術は全般的に，ある程度のレベルに達し，問題

も少なくなってきたが，ごく一部，アサリの精度の悪い

ものが見受けられる。これは目立技術と目立機のし､ずれ

かの不備によるためであるから，その原因を確め，改善

する必要がある。また1cm以上の板，挽角，挽割の製

材にはBWG23以上の薄いものでも,BWG25と歩止り

には差がないので，他に理由がある場合は別として’個

々の技術レベルに応じた鋸厚の鋸を使用し，無理にBW

G25,26を使用する必要はない。現状では，目立技術も

一応高し､レベルに揃いつつあるが，接合部の仕上または

接合部のアサリ研磨について今後一層の努力を必要とす

る。なお最近各地で行なわれ良い成績をおさめているヒ

ートテンションの導入も今後の大きな課題である。さら

に小企業の工場においては，共同目立工場の設磁も今後

の問題として残されている。

（4）製材技術について

製材技術については，特に，取り上げる程の問題はな

いが，今後は経営の近代化によって，各種の新しい機械

設備が導入されることになるので，新し機械に対し速か

に性能，様造，操作方法を習熟し，施設の近代化に即応

して，製材作業を総て能率良くしかも正確に行なうよう

一段と努力しなければならない。また製材作業を能率良

く行なうためには，経営者，目立エ，製材工の十分な述

絡のもとにお互の立場を理解し協力して行かなければな

らないことはいうまでもないことである。

あとがき

以上製材産地日田市について，所見の一端を述べたか

今や産地製材は，消費地製材に移向しつつあることは周

知のとおりである。それにもかかわらず，産地製材日111

市の工場が現状を維持し，あるいは発展しつつあること

は，とりもなおさず，スギの持つ独特の魅力であり，さ

らに，このスギを生かす努力を続ける産地の工場経営者

および徒業員諸氏の研究心と勤勉さである．今後は貿易

の自由化に伴って泌M工場も例外なく，国際競走の荒波

にさらされて苦瑛に追い込まれることも予想されるの

で：一層の努力をおこたってはならない｡

材が多すぎるきらいがある。これがため原木手当資金並

びに金利負担が大きくなり，さらに整理に不必要な賃金

の支出を行わねばならない結果となって，きわめて経営

上不合理である。最近ではこの不合理な貯材を解消する

気運が生じたことはきわめてよろこばしいことである。

両期を除いては必要最小限の貯材に止めるよう一層の努

力が望まれる。

市内に素材市場が8市場あり，なお近郊に数市場があ

るため今後はさらに市場を有利に活用すべきである。特

に原木価格の下降期には十分な判断のもとに適材のみを

仕入れるよう努力をおこたってはならない。また土場の

整理状態は各工場共に不十分である。このためいるし､ろ

の不合理を生みエ場経営の中で，販売対策とともに最も

改善すべき難頃である。原木搬入のためには土場を整理

し連絡を固め，機械力遊導入し人件費の節約とあわせて

重労働よりの解放遊速かに行なうべきである。原木の搬

入は従来トロリーまたは人力によって行なわれていた

が，近年フォークリフトがぼつぼつ導入され労働生産性

の向上とあわせて重労働の継減に向いつつあることは近

1代的産業としての第1歩を踏みだしたことを物語り，将

来への発展の足がかりとなるであろう。

（2）製材機械設備及び管理伏態について

日田市内の製材工場経営者は県下他地区に比べて機械

に対する関心は高く，能率的機械の導入，製材機メーカ

ーの選定等は適格であって漸次整備をおこたらないので

あるが，ややもすると各機械間のバランスを破る恐れが

ある。このため工場内が混雑し能率が底下するので，今

後とも個々の機械の能力を十分研究し設備すべきであ

る。機械の管理状況はきわめて良く一例を製材機（帯鋸

盤）にとってみると第5表のとおりであって，セリと鋸

,の平行度および側面（プーリー）の振れ等当然機械メー

カーの責任にかかる部分を除いてはきわめて良好であ

第5表帯鋸樅の糀度調（測定15台）10工場

一

＝

５
２
６
－
◎
９
－
０
４
５
５

良
１
１
１
１
１
１

良
０
３
９
２
６
２
１
０
０

１

不
本体の振動

上部鋸車の表面の円周

〃側面の振れ

下部鋸車の表面の円周

〃側面の振れ

セリ

上部鋸車の磨耗状態

下部〃

ベアリング磨耗状態

淵 豚淵豚
る。ことにベアリンク等の磨耗した場合は速かに取替え

'られている。
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経営的林業の問題点」について，若干の考察を加えてみ

たいと思うのである。

q一

自 由言命壇

農業政策と林業政策

先生は，従来の林業が百年の計と称しながら，恒久的

施策がなく，「とくに農業政策のために大きくゆり動か

されてきた」ことに対し，ご不満のように推察される。

しかしながら，農業政策が誤ったものであるならばと・

もかく，国政として正しいものであるならば，艇政に雌

かされようが，あるいは最近のように商工業に追従しよ

うが，そう目に角をたてる程のことはあるまし､と思われ

る。むしろ時代の進歩に対応して林業政策が進展するこ‐

とは，当然ではないかと思われるのである。

また実際問題として，従来の林政が挫政にゆり動かざ

れてきたとは思われない。ただ，腿政は時代の変遷に即

応する先手を打っているのに対し，林政は単に後手に回

っているのに過ぎないのである。

明治以来の農政の基調が，米作を中心とする生産増大

にあったことは明らかである。とくに戦後の一時期は，

食瀧の増産が農政のすべてであったとさえし､える。この､

ために，米の生産は飛躍的に増大し，食撒の需給につい・

ては一応の見通しを得るに至ったが，しかしながら，生

産の増加にもかかわらず、農民の所得は必ずしも均衝的

に増大していない。

したがって，農業基本法をみるまでもなく，生産を趣

択的に拡大して，農家所得の向上を図ることが、現在の，

農政の基調になっている筈である。

林政についても．同じようなことがいえるのではない

かと思われる。先生のいわれる恒久的施策があったか，

どうかは別として，明治以来の林政の基調が国土保全に

あり，戦後は，一時期は薪炭の増産，最近は木材の生薩

増大という目標が加わったが，いずれにしても，山村岱

民の所得は他産業のそれに比べて極端に低い。

したがって，畿政にゆり動かされるまでもなく，山村

住民の所得を均衝的に増大することを，林業政簸の目標

に加えるべきであり，林政の基調にすべきものと考える、

のである。

元来，農業政策といい，あるいは林業政筬といって

も，経済政策である以上，国民の必要とする物費の生産

を増大して経済的に供給し，国民生活の安定を図ること

を目標にすることは当然である。したがって従来の腿林・

政策が，生産の増大とし､う対物的施策に重点をおいたこ

とは理解できる。

しかしながら，生産を増大して国民経済の安定を図る

ことはいいとしても，それには生産者の安定という前提

条件がある筈である。

もはや戦後でもなければ，もちろん戦時中でもない｡．

||ⅢllllIlllⅢ|Ⅲ|||||’
家族経営的林業の問題点

－中村賢太郎先生の

論説に対す反論一

‐

鈴木圭睡

まえがき

昭和35年来の林業基本問題論縦も，最近しばらく大詰

めにきた感じで，近く林業基本法が制定されるのではな

し､かと期待されている現在，中村賢太郎先生が林業技術

246号に，「これからの挫業と林業」のあり方について

教示され，さらに森林計画研究会の会報101号に，「家

族経営的林業の問題点」を指摘しておられることは，時

節がら誠に注目されるところで，同時にまた，先生の林

業に対するなみなみならぬご熱意がうかがわれ，敬服に

たえない次第である。

しかしながら，そのご主張に対しては，納得できるも

のばかりではなく，それで失礼をも識りみずあえて本文

を草した次第である。

主題外のことではあるが，先生が畷業政策だけを考

えれば，家族経営的林業の育成には十分の根拠があると

しても，木材が不足物賓であるかぎり．林業技術者とし

ては木材の生産増強という使命を忘れることはできな

し､」と述べておられることは，深刻に考えさせられる。

これは逆にいえば，林業技術者は木材の生産増強を中

心に考え，国政の一環としての林政には，あまり関知し

なくてもよいという意味にも解されるからである。

たしかに昨今，主として林業技術者の視野のせまいこ

とを理由として，林政を技術官から聯務官に移すべきで

あるという識諭を聞くことが多い。

先生がこのような議論を是認しておられるのか，ある

↓･･はこのような議論に対する反語的な蕃蹴として，前記

のような表現をされたのかは解すべくもないが，いずれ

にしても，重要な問題を提起されたものと考えられるの

である。

このことはともかく，以下先生のご心配される「家族

《
〆
』

筆者：青森県庁企画課
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鈴木：家族経営的林業の問題点

生産者の生活がどうあろうとも，生産量が増加すればい

!い，という考え方が通用するとは思われないのである。

そして，これは農業にも林業にも共通することであっ

て，農業政策としては理解できるが，林業は百年の計で

,あるから別だ，などという考え方ばありえないと思うの

である。

すなわち，農業政縦において，国民需要の動向に対応

Iしながら，生産を選択的に拡大して農家所得の向上を図

ることを目標にしてし､るのと同様に，林業政策において

も，林産物需要の動向に対応しながら，林業生産を選択

'約に拡大して－具体的には薪炭生産よりも木材生産を

拡大して，山村住民の所得向上を図ることを目標にすべ

きものと考えるのである。

とすれば．先生も認めておられるように，「山村では

縫業所得を箸るしくふやすことは不可能に近く，森林を

所有して剃業を経営する以外に名案はなかろうと思われ

る。最近の調査では森林を所有する磯民は所得が多く．

生活が安定している」聯実を再認識し、この事実を拡大

することを考えるべきではないかと思われる。

もしかりに，先生のいわれるような問題点があるとし

ても．そのために家族経営的林業を否定するのは，あま

!りにも消極的に過ぎる。問題点があるならば、その問題

点を解決すればいいだけのことではないかと考えるので

ある。．、

国有林の権威と家族経営的林業

先生は，「奥地林だけしか持たなくなったら，国有林

蛙林業上の権威を失うことは明らかである」といわれ

る。

この場合の林業上の椛威とはどういう意味かはっきり

しないが，辞海によると権威とは，「部下を強制し服従

させる威力，権力」または，「その道の大家，オーソリ

ティー」と解釈されている。

なるほど、国有林がある程度奥地に後退すれば，林業

上の大家になれるかどうかはともかく，地元住民を強制

し，服従させる蕊力,‘総力嫁弱くなるかもしれない。

されたのである。

当時の民有林は、林政の方針に即し，薪炭の増産に全

努力遊傾けたのである。その頃，川内村の国有林，アカ

マツ美林は何をしていたのであろうか。国有林の権威を

保つために超然としていたからこそ，現在の美林が残っ

ているのであろうが，そのような椛威は，山ﾎ推民にと

っては，あまりありがたくないのである。

戦時中のことは思い出したくないが，当時林政に協力

するため，民有林は好むと好まざるとを問わす．伐採を

強制され，青森県などは終戦時に約4万町の伐跡地を銭

したのである。これを解消するため，年に1千万円以上

の県劉を投じ，8カ年もかかってようやく造林を完了し

たのであるが，この当時超然として資源を温存し､今頃

国有林の椛威を誇示しても，逆効果である。

いずれにしても，林業政策上は，国有林の権威にそれ

ほどこだわる必要はなく，林業政策の目標を達成するた

めの手段として活用することをこそ，考えるべきではな

いかと思われる。

つぎに，国有林と家族経営的林業の関連について，先

生は「山村の農民が，国有林の分割解放を要求し、政流

家、股林官僚，農業団体などがこれを支持することは不

思議ではないが」と世論を認められながら，「政府の方

針として無償同様で（おおむね負憤をふやすとﾔ､う形式

で)，林業知識のない山村の股民に森林を分割解放して

も，撫約的な林業経営が行なわれるとは考えられない」

ことを危慎しておられるが，山村股民は，たとえ森林を

保有していなくとも，一応の，少なくとも普通の森林所

有者程度の林業知識をもっているのが普通である。また

現在の，あるし､は今後予想される林業技術普及事業の進

展から考えて，技術の点でそれほど神経質になる必要は

あるまいと思われる。

さらに，おおむね負債をふやす形式で，ということを

心配されるのであれば，負悩をふやさない方法を考え』L

ぱいいのであって，それが政策というものであろうと考

える。

また先生は，「林野庁が林野整備で地元町村に売り波

しかし，このような意味での国有林の椛威は，それ程一した国有林は．ほとんど全部がたちまち伐り荒されて慨

必要とも思われない。 端に荒廃しているようであるが，個人の場合も同じであ

一方，先生は福島県川内村の例をあげられ，村有林が．ろう。りっぱな公有林を持っている町村が多いとして

薪炭林であるのに対し，国有林はアカマツ美林であるこも，新しく所有させて理幽的に経営させることは不可能

とを説明しておられるが，これをもって国有林の権威とに近い｡」と断定しておられる。

されるのであれば，あまりにも従来の林政の経隷を無視はたして，林野整備による市町村有林のほとんど全部

'し過ぎている。が極端に荒廃しているか，どうかは資料をもたないが，

前項にもちょっと触れたが，戦後の一時期，林政の軍ただここで，一応先生にご承知願し､たいことがある。

点は，国民の生活必滞品としての薪炭の生産増大に集中それは現在の部分林についてである。j縮上国有林地梢
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の住民,あるいは市町村は,林業経営意欲があっても土
地がなく，やむを得ず国有地に部分林制度による造林を

～

実施しているのである。′

元来，国有林自体がそうであったように，林業経営は

伐木に始まるのが普通である。それを，わざわざ裸地に

した国有地に造林しているのである。造林だけはさせる

が「新しく林地を"雨させて理想的に経営させることは

不可能に近い」と断定されるのであれば，山村住民は同

じ日本人としてあまりにもみじめである。

最後に，先生は，畷在の家族経営的林業がどんな状

態にあるかということと，なかば強制的に森林を所有さ
←

せてこれから育成しようとする家族経営林業には，本質
的に重大な差があることを考えなければならないといわ

れる。

強制的に森林を月南させることができるか，どうかは

論ずるまでもないが，先生の論旨を進めると，現在の篤

林家が経営する林業と，その子供力軽営する林業には，

本質的に重大な差があることを心配しなければならない

ことになり，森林のjﾘ雨は人間一代かぎりしか認められ

ないこことになる。（38.1.10寄脇）

◆÷●÷◆一◆一参一・一一◆－◆÷◆÷◆÷◆一

林業技術問答有用

－大先輩と若遜の話し合いから－

小沢今朝芳

まえおき

林業技術問題や林業政策問題が，大げさにいえば大先

灘と若誰の意見対立という形で，しばしば本誌で活溌な

主張が繰り返された。

しかし，もうこの辺で，話し合いに入ってもよいよう

な気運が熟しつつあったとき，たまたま太田大先爺とわ

れわれの間で，とにかく集まって放談会をやろうどいう

ことになって，昨年11月に第1回，その後毎月1回とい

うことで，すでに四回を重ねてきた。

集まった人々は，大先鞭グループでは，松川恭佐，太

田男治郎，中村賢太郎，由中波滋堂，片山茂樹,佐木美

夫南部一男の諸先生方，若輩グループとしては松田

硯串間署長)，鎌田，入江，山田，渡辺，沢田(以上本

庁計画調，小沢，藤沢（以上造林保護課)，秋山，伊藤

(業務課)，荻野（調査課)，松形（科学技術庁)，野辺

(森林組合課)，藤村（林総協）の諸氏，とくにグループ
ー

識者；林蝿了造林保謹識造林班長

を固定せず，時々に応じて自由に誰れでも参加すること

を条件としてはじめられた。

いままでのところ，大先輩グループは房ｰ人の持ち時間

が長過ぎるという点や，若輩グループは活溌ではある.

が，単発的であるという欠点はあるが，とにかくいまの’

ところ問答は大変「有用」であり，われわれも大変喜ん

でいる。

そうした集りでとりあげたテーマの一つに，「林業技

術問題」があるので，ここで行なわれた「問答jの主態

ものについて，要約して，それに若干私見をつけて大方

の参考に供した･いと思う。

1．技術の担い手について

ここで問題とした技術の担い手とは，国有林の第一線

における担い手でありそれは誰れか，そしてそれは担い

手としての責務を十分に果しているかなどが中心話題と

なった。

（先班グループ）

それは営林署長であるべきである。しかるに最近の署

長は技術の担い手の位間を，課長や担当区主任に誠っ

て，自らは団交・管理などの雑務に追い回わされている

ことは，実になげかわしいことである。営林署長はその

大半を山でくらすべきであり，たとえば伐採に当たって

は選木はもとより，その倒す方向までも指示すべきもの

であるなど，ドイツの署長の例をあげて，わが国の署長

の陣頭指揮の足らざることを強鯛した。

（後我グループ）

戦前の営林署と桂異なって，現在ではまず労務問題や

地元関係など管理関係が非常なウエイトを示しているの

で,先甜がいわれているような技術に専念する以前の問1

題に罫長は取り組まねばなら.ないのが現状であり，それ

が技術を推進する原動力になると考えている。また技術

というものも相当幅の広いものになってきており，した

がってやや高級な経営技術的な部分と，またより専門的

ないし技能的な技術とに分れてくるから，担い手も分担

すべきであり，署長がたとへぱ選木までしなければなら‘

ないとは考えていない。

（第三者）一両グループの中間とみられる中年層･の人

々の意見一

先雛グループ°のいわれるような技術に専念できた環

境，たとえば昔の署長は自分で試験地などを作って，楽

しみながら技術を磨くこともできたが，それは遠い昔の

話で，、夢よ今いちど、というわけにはまずいくまい。

後淑グループも，管理継営技術にのみ専念すべきでは

なく，やはり純粋の林業技術も鋪ぴないように手入れす
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る必掛けが大切である。また担い手の善分担、は賛成だ

が，そのために:1帳，担当区主任などの技能的技術の徹

鍾した訓練が必要であり，それがあって，はじめて毒分

担篭しうるものだ。国有林,のあり方も社会経済の進歩と

ともに変動しつつある。したがって国有林の経営方針も

変わってきているが，そのことを，どうとらえるかによ

って考え方も変わってこよう。

（あとがき）

関連して経営計画の作成と責任にまでに話が及んだ。

すなわち他から作ってもら”た経営計画で仕事をするな

‘どということはおかしなことで，署長自ら経営計画を作

るべきだという強い主張力洗誰グループからなされた。

営林署長の多忙とか能力の問題は別として，今日のよう

Iに交通が発達し，経済圏が拡大され，しかも．国有林が

つねに国の経済の影響をうけてその存在意義が確認され

ている今日，営林署単位とし､う狭い範囲で経営計画を作

っても実効があがるまし､。もっとも現在でも，営林署長

紘壜意見書､、覗地審議会蕊などを通じて，菰極的に経

営計価編成に発言する機会は与えられているし，事業計

緬的なものは(これは昔の施業案の主体をなしている)署

長も職極的に参加して作成することになっているから，

他から与えられた、経営計画零と↓まいえないようであ

る。もっとも現代的な考えでし､えば，企業としての経営

体がもつべき経営計画というものは，本来国有林つまり

林野庁一本で作成さるべきものであり，営林局，経営計

細区，営林署は経営体とばし､えないから，それごとの計

個はその部分計画である。しかし。それにしても，経営

計画の作成には，署長は祇慨的に参加し，強い発言を行

なうべきであることは先飛のし､われるとおりであろう。

2，増産計画について

国有林における木材増産計画を姐上にのせ，国有林は

もっと、ゆとり篭のある経営を行なうべきではないか，

さらに具体的に諦がすすみ愚桟期建問題に及ぶ。

（先輩グループ）

もっと高伐期をとって術蓄すべきである。したがって

当面は伐採量を引下げ，将来に備えるべきであり，もし

余ってくれば輸出したらよいではないか。この意味から

平均成長量最大となるような悌期をとるべきであり，そ

うなれば現在より伐期は長くなるはずである。

（後輩グループ）

伐採鐙をおとすことは，わが国の産業撒造からみてむ

づかしいことである｡(国の経済計画を修正するほどの

力は林野庁にはない)。したがって，現在の伐採量をつ

づけて行けば，将来ダウンが予想される。そこでそのﾀﾞ

ウンをうめあわすような技術の創造や導入に苦心してい

るのが現状である。そうした新技術の明かるい展望がで

きないから，現在の伐採量をおさえるというわけにはい

かない。また地力を増強するような方向で集約化すれば

(労働集約よりも擬本集約的な方向で)，平均成長量最大

のピークは，むしろ手前に（伐期を短縮する方向）くる

という理論もある。

（第三者グループ）

林業はその生産期間がきわめて長いことから，消費と

再生とがバランスするように消費が規制されねばならな

いとするのが「保続原則」である。これは地代諭的にみ

れば消饗と生産の逆転的理解であるとする見解がある。

こうした固定退化性諭に対して先爺グループも若瀧グル

ープもどう考えておられるであろうか。それはさておき

この問題は，卑近な例でいえば,．、現金電で買うか蔭月

賦吏で買うかということになりそうである。もっとも昔

でも月|賊販売はあった。しかし今日ほど盛んではなかっ

た。それは生活水準が上がったということであり，同時

に能率的な新しいいろいろの製品が技術革新の波にのっ

て次から次と生れてきたということである。さて，、現

金、買いの道を歩むか，、月賦、買いの道を歩むか，少

なくとも林業領域では，資力に保俄もなし､のに蕊隣りの

家でステレオを買ったから，わが家でも月賦で買うん

だ、と.し．､うことはさけたいものである。

（あとがき）

木林需給問題と生産とは別個のものであり，結局増伐

によ･って価絡が安定したのではなく，金融引締めによっ

ておさまったのである。だから増伐などという森林の危

機を招くような政策をとるのではなく，刺蝦庁がこうし

た金融引締めのような手ををうつくきであったのだ。と

いう政策批判が強く行なわれた。また増伐という健後の

手段をとる前に，貿易などを積極的に進めるべきであ

る，という意見もだされたが，これは国の政策として

は，やはり国内でまかなわれるものは，その優先度はお

ちようから，木材などは他にその席を識って，蝋戈にお

いやられるのは，やむをえないであろうし，また輸入と

し､っても港湾施設に800億もかけないことには，思うよ

うにいかないとすれば，これまた増伐によってその場を

しのぐということも，わが国の産業榊造上やむをえない

ことでないか，などの意見が若箪グループからだされて

いた。

3，技術進歩の方向について

林業技術の進歩の過程をふり返って，将来もその延長

の方向において振興策を考えるべきか，先雛である股業
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の歩んだ方向を，林業もまた指向すべきか。

（先輩グループ°）

林業技術は土地保全を中心に据えながら発展してき

た。したがって，第一極林地だけ保全が確保されれば，

他はどうなってもよいといちものではない。し､かにじて

土地保全を砿保するかという方向において技術的合理性

が貫徹され．その上で経済性が追求されなければならな

(･･その意味からすれば，すべて森林は保安林とすべき

であるともいえる。

（後鍛グループ）

なぜにそのように，地力を固定して考えなければなら

ないか，人為が加われば地力は減退するものであり，農

業において妹，それを補完する他の賛渡が考えられ，体

かんから輪かんへと転回して，生産力の増強を図ってき

た。だから地力の減退を，次への飛躍（技術進歩）の契

機としなければならない。そこにこそ本来の技術の進歩

があるのではないか。しかも農業でもそうであったよう

に，地力減退という厳しい現実の前にたって，はじめて

技術革新が行なわれたのである。

（第三者グループ）

腱業においては，地力の維持回復が問題となって，近

代縫学が成立し，林業におし､ては．森林資源の保続が問

題となって，ようやく、林学、が成立したのだとし､う。

この輸法をもってすれば，地力減退一土地保全が問題と

なって，はじめて、近代林学、成立の契雛となるのかも

しれなし､。世上一般に，艇業を引合いにだして，林業の

方向を推論するこ.とを好まない気風があるが．また一方

'こは林業の挫業化をめざしてし､る人々もある。しかし方

向としては，将来木材の供給力を急激に高めなければな

らないとすれば，そして労働力が急減してし､くとすれ

ば，．そこでは何等かの新技術が生まれなければ，それを

きり抜けることはできないし．林業が産業として発展す

る道をとざすことにもなる。ただ，林業の場合は新技術

の開発に時間のかかることである。だから先鋭グループ

が，技術進歩の方向は，依然として土地保全を中心にす

えていくべきだといったからとはいえ，決して新技術の

誕生を拒否するものでもなく，もっと時間をかけて，じ

っくりとやりなさし､，というであろう。

（あとがき）

しし､て地滞区分すれば，林地の中にも農地に接近した

付近においては，腱業的林業地帯ともいうべきものを見

出すことができる。そこでは将来栽培的林業も営まれよ

う。これくま決して林業の股業への接近ではなく，新しし、

*k業がそこから生51．それは農業からは画然として分離

し発展してし､くと考えるのが正しいのではなし､か。した

がって，第一種，第二種，第三種という林地区分は，現

時点では妥当な方向といえる。

また，士地生産力の向上，つまり労働対象の改善の方

向のみが，技術進歩の方向ではなく，それと同時に労働

生産力の向上，つまり労働手段の改良，導入が積極化さ

れなければならないし，その方向こそがむしろ今後の技

術の方向であろう，とする若箪グループの意見もだされ‘

た。

、4，その他

林学教育ならびに林業技術春教育論に及び，わが国は

この方面が根本的におくれている旨，ドイツの例をあげ

て先鞭グループから話があったが，これらをそのままと

り入れられるような態勢にないことは残念であるが，傾

聴に価する発言であった。

具体的には「国有林の造林地は成績が悪いという認樅

があるようであるが，どの辺をさしておられるか」とし、

う端的な質問が後輩グループから発せられた。これに対

しては，内地については，東北の一部を除いては例をあ

げるほどに{ま顕著な不成織地なし､ようである，という先

鍬の回答であった。ただ印象的には，「30年前よりたし

かに山は悪くなった」とし､う総括的な批判があったが，

また後輩グループからは勵壮令化したことは事実だ

が，車窓からみても，はげ山の無くなったことも那実

だ」という発言があった。また成休歩止りにつし､ても発

言があったが，国有林は立地条件も悪いことからみて，

80～85％程度ではないかというところが，一致した見解

のようである。しかし北海道造林については，先輩，後

箪を問わず，異口同音に，再検討すべきことが述べられ

たことば注目してよいことであろう。

その他技術に関するもろもろの発言があったが，もっ

ぱら国有林を中心したものであった。いずれは民有林も

含めたところの，もっとほり下げて技術問答を行ないだ

いものである。

＝

《
《

おわりに

今のところお互に，いいたいことをいっているとし､う・

傾向はあるが，とくに後餓グループにとっては教えられ

ることが多い。もし戦前の技術者と，戦後の技術者との

相異を一言でいえといわれれば，戦前の技術者は「名

人」であり，戦後の技術者は「よろずや」であるといえ

ようか。戦前の人は，狭く堀り下げた技術を体得してい

る人々が多く，戦後の人は，浅し．が広い技術を体得して

し､るもののようである。したがって戦後の人は，どんな‘

|淵題にでも一応ロを入れることのできるだけの知識をも．
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小沢：林業技術問答有用

っているようである。これはつまるところ戦後の技#繕おける技術者の発言も弱まりつつある。なぜに技例跨と

は，常に全体の中における自分の位置を認識し，全体のくに林業技術者が政策の中枢にいなければならなし､か。

調和をこわさないように，身を処してゆくように教育さ林業における生産力発展については，他に比して不確定

れて誉たことによるのであろう。したがって，よい意味要素があまりにも多い。したがって，その可能性を正し

では視野が広いというになるが，別のし､い方をすれば， く評liliし，その可能性を促進するために，このことを正

技術を耳から体得しようとする傾向がないわけではなしく評miする英和をもった人々（林業技術者）が常に中

枢にいる必要がある。したがって，その人々は熱烈ない。

とにかく先輩各位は筋金入りの技術者である。その発「山への愛情」をもった人でなくてはなるまい。中共で

言にも，常に情熱が漆っており，何かどしっとしたオモは諏何に在住する幹部が，半年ないしは二年位農村に入

シがある。そのオモシとは何か，それは，かわらざるって，実際に農業を体験することによって，政治と大衆

「山への愛情」ということである。長い年月を足でかたを結びつけていくという「下放運動」カミ盛んだそうであ

めてきた技術であり’そうした技術者がまた尊重されてるが，中枢にある技術猪の発言力を強めるためには，救

いたのである。現在はどうか，現場の技術者が安んじて極的に下放運動を行なうべきであるのかもしれない。

技術に専念できるような体制になっていないし，中央に（38.2.6寄稿）
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営 業品目

林業用革軍手甲部はトリコツI､綿,掌部及各指は牛床革で作った作
業用手袋，耐久力は綿軍手の13倍以上，林業諸作業に

最適です。

サイズ大，中，小の5種。

価絡1双¥190送料実費

興林靴皮は上質ボックス,底は上償合成ゴム。
短靴￥2,100．編上靴¥2,300.

｜遥縛雲“半長靴￥2,900．長編上靴￥2,900．

脚絆付編上靴¥2,900.
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シャインポケットライト小型でスマートな懐中篭灯です。乾電池を使わないか
ら電池の取替えは不要です。

（充電式懐中電灯）
光度力鍼じたら家庭用コンセン1､に挿入して充電でき

ます。一回充電すれば（一回の充電時間5～6時間）

5時間連続使用出来ます。一時間の充電費2銭。

価格¥800.送料実饗

黄色亜酸化銅粉剤2号林業試験場の試験結果によれば嘩効はボルドー液に
匹敵」しますb粉剤ですから使用簡便で，労力も僅少

（すぎ赤枯病防除薬）
で済みます。

価格1箱（3旺入，8袋入り）￥2,360．

山林用種苗自家生産品のほか各種ご幹旋いたします。

詳細説明書ご請求次第お送りします。

＝

外林産業株式会社

東京都千代田区六番町七振替東京17757番
ー
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；
主務部長会議が開かれたが，議題は58年度予算と提出法

案の説明であった句

日ソ貿易調印，ソ連材輸入料決まる

1月26日，日ソ貿易三カ年協定が調印され，ソ連材の

輸入は58年180万立方米,39年190万立方米|,40年200

万立方米のベースに決まった。なお37年度のソ遮材入職

総簸（一般材）は1,165,900立方米であった。

東京港埋立地落札．

東京都は，1月29日東京港内有明町埋立地五区画

(28,825平方米)の入札を製材業，同加工業者に限定して

行なった結果，落札された。

国土緑化総会

1月50日東京・尾崎記念館で国土緑化推進委員会と都

道府県同委員会の合同会議が開かれ，予算事業計画など

をきめ，本年度の植樹祭と国土緑化大会は5月20日青森

県平内町地内で開催することなどを承認した。

プレハブ建築協会誕生

1月31日，東京・赤坂のプリンスホテルで，「プレハ

ブ建築協会」の設立総会が開かれ，安西正夫氏が会長に

選ばれた。現在の会員は，正会員57社替助会員27社であ
る。

褒雪で被害続出

数10年ぶりの大雪で，林業関係にも被害が続出し，6

日現在の被害総額は'7,500万円に達しており，これは融

雪とともにさらに拡大するものとみられている。

’I
木材協組の実態まとまる

林野庁では，昨年12月現在における味材関係事業協

伺組合実態調査」結果を発表した。それによると，(1)木

材協組の総数は1028で，全業者の41.7％に当り，うち製

材鱸者が48.4影であり，(2)協組の規模は，全産業の平均

より小さいものが多い，（3洪同事業は一般に低調で，特

に共同施設は貧弱である，(4)20人以下のものが多い，（5）

借入金は百億円をこすが，うち商工中金からの借入れは

7．5影を占めている，などであった。

本年初の局長会議

1月17日午前9時から三番町艇林省分室で，本年初の

営林局長会識が開かれた。議題は58年度予算の説明と打

合せであった。

日米協正副会長会議，計画輸入を商社に要望

1月24日、日本米材協会連合会は東京で，正副会長会

議を開き，米材補給安定方策の一つとして，商社に計画

輸入を要望することなどをきめた。

鍵林関係主務部長会議開かる

1月25日，26日の両日．艇林省七階ホールで農林関係

＝
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第9回

“林 業技術賞候補者募 集
I

期日3月20日まで

規定第5条の通り個人の推薦も受け付ます
下記表彰規定ご参照の上，ふるってご推薦
下さい｡’

一_

林業技術賞表彰規定◇◇

社団法人日本林業技術協

昭和32年9月30日制定

同33年7月21日改正

同35年1月21日第二次改正

◇◇

今
云

第1条社団法人日本林業技術協会は林業技術の振興に第8条選考委員会の選考委員は五名以上とし，本会媛

尽陣し，特に功績のあった者に対して林業技術賞を贈各支部連合会長が委嘱する。

呈し表彰する。第9条各支部連合会におし､て選考委員会が選考する受

第2条前条の表彰は毎年一回これを行い，毎回五件以賞候舗者の数娃3名以内とする。
内とする。第10条支部連合会の選考委員会が受賞候補者を選考し“
第3条林業技術賞は賞状及び賞品又は賞金とし，そのた場合は，次の内容をそなえた調査餅を審査委員会に
内容はその都度常務理事会できめる。提出するものとする。

第4条林業技術賞は最近3年以内において次の各項の1．推薦者の氏名，職業又は推薦支部名。

一に該当し，実地に応用又は宣伝普及されて，林業の2．受賞候補者の氏名,l賊業，現住所並に略雁。

振興に貢献し功績が甚大であったと認められる業織をただし二名以上のグループである場合には，略歴は

表彰の対象とする。その代表者以外は省略することが種きる6

1．林業器具，機械，設附等の発明，考案又はその箸ろ．受徴に適すると思われる理由。

’しい改良。4．具体的業績（実物のあるものはなるべ.く添付のど

2．研究，調査，著作。と）

5．林業技術実施の現地業績。5．その他参考事項。

第5条会員又は本会支部は受賞に適すると思われる者第11条審査委員会は本会に設け，受賞候補者のうちか

を本会又は支部連合会に推薦することができる。ら受賞者を決定する。

第6条受賞者をきめるために林業技術賞受賞候補者選第12条審査委員会の委員は-卜名以上とし，毎年常務理

考委員会（以下単に選考委員会という）及び林業技術騏会の識を経て理窺長が委蛎する。

賞授賞審査委員会（以下単に審査委員会という).を蔵第15条審査委員会は委員の三分の二以上の出席によっ

く。、て成立し受賞者の決定は多数決によ・る。

附鰯7条選考委員会は本会の各支部連合会に設け，鋪4則

条により推薦された者のうちから受賞候補を選考す本規定による表彰は，従来本会が実施したこれに類ず
る。本会が推聴を直接受理した場合にも，その選考はる表彰に継承して、毎回その回数を冠するものとし，昭

全

被推聴者の所属する地域の支部連合会において行う興和55年度の第4回表彰からこれを実施する。
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最 高の権威・最大の内容・未曾有の大著

日林協編集 林 業百科事典 丸善刊行

←

林業のすべて－行政・経済・科学・技術一一を一冊に網羅

日林協が30周年の記念事業として6年の歳月と数百万円の資金を投入して遂に完成

全国200名に及ぶ林業各部門の専門家が分担執筆

学究者，教育者林業技術者普及員等はもちろん，およそ林業に

関係のある人は．この一冊を蝋えなければ大きな損失でしょう。

定価1冊3,500円〈送料実饗） B5版上製本約1．100頁

写真692蕊図版2.712枚

東瀦飛田区六番町7茎更‘言肇職業技術協会
鉦ｸﾘ

会務報告

第6回常務理事会

12月25日正午から本会矛暉会識室で開催。

出席者：横瀬，杉下，玉木，川床，遠藤，佐藤の各常務

理事，本会から石谷，松川，松原，成松。

第7回常務理事会

1月14日正午から本会和室会議室で開催。

出恥者：牛I｣.1,海法，松形，遠藤，池田，竹原の各常務

理事，本会から松川，松原，成松。

第10回編集委員会

1月10日午後3時から本会和室会議室で開催。

出席者：猪瀬，石崎，湯本，辻，岩崎の各委員と本会か

ら松原，橋谷，八木沢，中元。

第11回編集委員会

2月4日午後3時から本会和室会議室で開催。

出臓者：辻，猪瀬，湯本の各委員と本会から松原，橋

谷，八木沢，中元。

きのう・きょう・あした

最近，新聞，週刊誌などを見ていると，人種や国籍を

表わす以外の，ナントカ人とし､う言葉がヤタラに使われ

ている。思いつくままに書きならべてみると，政界人，

財界人，芸能人（このあたりはまだよい）などから文化

人，有名人，知識人，一般人とつづき教蕊人なんていう

のもこの間みかけた。も少しひどくなってくると産業

人，生産人（これは三大新聞の一つに今年成年に達した

人たちに賭る言葉として,｢立派な生産人になれ」という

ふうに使われた)スポーツ人,果ては長烏選手いわく「打

盤人としての自覚」なんていうのまで飛び出してくる。

簡潔な表現を心がけた結果がこういうことになったの

かも知れないが，あんまりヘンなのを見ると教護人？で

あるはずのジャーナリストの頭の程度を疑いたくなる。

さらにもっとひどいのは，このようなジャーナリズム

用語のデタラメさにもっと批判的であってもよさそうな

人たちが，、文化人の集い、にぞろぞろ集まったり，「わ

れわれ知識人が卒先して．｡････」などと他を見下したよう

な，思い上ったものの云いかたをすることである。

ジャーナリストも，ヘンなところで池田総理の、人づ

くり、に協力してし､るものだ。（八木沢）
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牛方式ポケットコンパス

ラコンシ熱蹴ルスクニァ
プラントンコンパス

最も軽快なトランシット

5分読水平分度、

防水磁石盤

正像10X

アルティレベル
ハンドレベル式測高器

6,500

東京都大田区調布千鳥町40
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